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パー リ仏教聖典に見られる禅定思想と食物 との関係

序

竹

内

良

英

人
間

の
日
常
生
活
は
、
衣

・
食

・
住
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。
衣
は
身
体
を
覆

い
隠
し
、
更
に
飾
り
た
て
る
と

い
う
機
能
を
有
し
、

住
は
睡
眠
等

の
行
住
坐
臥
に
必
要
な
場
で
あ
り
、
ま
た
、
雨
露
か
ら
身
体
を
保
護
す
る
、
防
御

の
た
め
の
空
間
で
あ
る
。
食
は
生
命
を
維

持
す
る
糧
と
し
て
、
そ
れ
ら
二
つ
以
上
に
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

禅
の
修
行
に
お
い
て
も
、
食
を
摂
る
と
い
う
行
為
は
重
視
さ
れ
て
い
る
。
叢
林
に
お
い
て
は
、
典
座
が
諸
知
事
の

一
役
職
と
し
て
不
可

欠
で
あ

り
、
道
元
も
、
『典
座
教
訓
』
『
赴
粥
飯
法
』
等
を
著
し
て
食
事
作
法
に
詳
細
な
規
矩
を
設
け
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿

は
、
禅
と
食
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
と
し
て
、
原
始
及
び
部
派
仏
教
の
禅
定
思
想
体
系
に
お
け
る
食
物
に
か
か
わ
る
見

解
を
、

パ
ー
リ
聖
典
に
依
拠
し
、
当
時
の
イ
ソ
ド
思
想
界

一
般
と
の
比
較
を
も
交
え
つ
つ
、
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

113
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1

イ
ソ
ド
思
想
史
に
お
け
る
食
物
観

原

始

・
部

派

仏

教

の
禅

定

思
想

と
食

物

と

の

か

か

わ

り

を
検

討

す

る

に
先

立

っ
て
、

我

々
は

、

イ

ン
ド

思

想

界

一
般

の
食

物

概

念

を

明

ら

か

に
し

て
お

き

た

い
。

大

方

の
予

想

通

り

、
食

物

に

つ
い
て

の
極

め

て
常

識

的

な
見

解

は
、

医

学

書

の
中

に
見

出

し
得

る
。

ω
q
珍
ロ
富

。。ρ
唇
巨
伴
91

H
・
蔭
①
.
ω

(大
地
原
誠
玄
氏
訳
)
に

よ

れ

ば
、

食

物

は
、

生

類

の
体

力

、
形

色

及
活

力

の
根

原

な
り

、

…

…

味

は
又

物

質

に
依

存

す

る
も

の

に
し

て
、
物

の
味

・
性
質

・
力

用

・
消

化

に

よ

り

ど
け
　
　

ど

　
　
　

て
流
体
原
素
並
に
組
織

の
増
減
並
に
平
衡
状
態
を
来
す
。
…
…
食
物
は
生
命
維
持
の
基
本
、
…
…
食
物
に
よ
り

て
の
み
成
長

・
力

・

健
康
を
得

顔
色
並
に
六
根
清
浄
と
な
る
・
食
物
叢

る
こ
と
不
規
則
な
れ
ば
之
に
よ
り
て
病
を
生
ず
・
…
悟コ
)

と
あ

っ
て
、
食
物
こ
そ
が
生
命
体

の
維
持
に
と

っ
て
の
要
件
で
あ
る
と
い
う
、
現
今
の
医
科
学
か
ら
見
て
も
何
ら
遜
色
な
い
テ
ー
ゼ
が
開

陳
さ

れ
て
い
る
。

そ

の
よ
う
な
見
解
は
、
仏
教
聖
典
中
に
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
、
『弥
蘭
王
問
経
』
(寓
ま
呂
竜
晋
冨
)
に
は
、

食
物
は

一
切
衆
生
の
生
命
を
維
持
し
、
強
さ
を
増
し
、
美
貌
の
源
で
あ
る
。
食
物
は

一
切
衆
生
の
苦
し
み
を
抑
え
、
飢
渇
に
よ

っ
て

(
2
)

も

た
ら

さ

れ

る
衰

弱

を
克

服

す

る

も

の
で
あ

る
。

と

説

か

れ

て

い
る

。

さ

て
、

イ

ン
ド

思
想

史

上

の
食

物

観

と

い

え
ぼ

、

我

女
は
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
食

物

哲

学

を

想

起

す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

に

お

い
て

は
、

周

知

の
と

お

り

、

食

物

哲

学

が

重

要

な

位

置

を

占

め

て

い

る
が

、

そ

れ
を

検

討

す

る
前

に
、

ま

ず

、

食

物

に

つ
い

て

の
、

言

語

学

的

・
解

釈
学

的

な
定

義

を

明

ら

か

に

し

て

お

き

た

い
。
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我

々
は

、

「
食

」

(じ

き

、

し

ょ
く

)

に

対

応

す

る

英

語

と

し

て

、

8

霞

尻
げ
B

Φ
導

(滋

養

物

、

食

物

。
)
、

昌
暮

鼠
B

Φ
暮

(滋
養

物

、
養

分

、

食

物

。
)
、

巴

巨

①
暮

(滋

養

物

、

食

物

。
)
、

昌

Φ
巴

(食

事

。
)
、

8

0
α

(食

物

、

食

糧

。
)

と

い

っ
た

言

葉

を

直

ち

に

想

い

起

こ

す

で

あ

ろ

う

が

、

そ

れ

ら

に

対

応

す

る

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

及

び

パ

ー

リ

語

を

列

挙

す

る

な

ら

ば

、

①

p
口
づ
ρ

(梵

巴
共

通

。

食

物

、
食

べ

ら

れ

た

〔も

の
〕
。
)

<

<
劉

(梵

)
・
ρ
α
ρ
江

(
巴
)

(食

べ

る
。
)

②

P
貫

ロ
㊤

(梵

)
・
P
ω
ρ
口
ρ

(巴

)

(食

事

、
食

物

。)

<

<
訓

(梵
)

・
ρ
$

江

(巴

)

(食

べ
る

。
)

③

似
げ
91
茜

(梵

巴

共

通
。

食

物

。
)

〈

91
く

測

(梵

)
・
91
げ
91
H
Φ
菖

(巴

)

(持

っ
て

来

る

、

運

び

去

る
、

摂

取

す

る
。
)

④

吋
鼠

α
ρ
昌
P

閃
げ
9-
α
《
9

(梵

)
.
閃
げ
9-
α
9
昌
P

閃
げ
箇
自
ρ

犀
げ
9-
創
p
口
貯

P

閃
鼠

9

$

σ
σ
P

閃
げ
9
ご
p

(
巴
)

(食

事

、

食

物

、

食

わ

る

べ
き

も

の
、

硬

食

、

噌

食

。
)

<

<
閃
げ
91
創

(梵

)
・
犀
げ
帥
α
9
江
噂
閃
げ
9
ご
ρ
ぼ

(
巴
)

(囎

む
、

食

べ
る

、

腐

る
。
)

⑤

σq
げ
器

一
(梵
。
食
物
。
)

<

<
翻

(食

べ
る
。
)

⑥

げ
げ
㊤
吋
留

昌
P

び
げ
9
ぽ
賃

9

(梵

)
・
び
冨

閃
閃
げ
9

(巴

)

(食

べ

る

こ

と
、

食

べ
ら

る

べ
き

、

食

物

。
)

<

<

σ
げ
p
厨

(梵

)
・
σ
げ
ρ
犀
閃
げ
p
註

(
巴

)

(食

べ

る

。)

⑦

げ
げ
o
宣

口
9

(梵

巴

共

通

。

享

受

す

る

こ
と

、
食
事

、
食

物

。)
、

び
げ
o
貯

㊤

(梵

)
・
び
げ
o
す
巳

団
P

σ
げ
o
す

器

《
《
9

(
巴
)

(食

べ
ら

る

べ
き

、
食

物

。
)

<

<
σ
げ
ε

(梵

)
・
び
げ
o
』①
江

(巴

)

(食

べ
さ

せ

る

、
養

育

す

る

。)

⑧

5
℃
P

竃
げ
㊤

(梵
)
二

①
団
嘱
9

(
巴
)

(舐

め
ら

れ
る
べ
き
も

の
、
食
物
、
漆
食
。
)

<

<
副

(梵
)
二

夢
ρ
葺

δ
げ
p
江

(巴
)

(舐
め
る
。
)

等

が
見

出

さ

れ

る
で
あ

ろ

う
。

こ

れ
ら

の
外

に
も

、

U圃く
碧

ρ

冒
く
9
昌
p
冨

(生
命

の
要
素
、
生

活
せ
し
む
る
こ
と
。)

α
Φ
げ
p
団
91
貫
騨

(身
体

の
維
持
。)

ゆ
霞

同類

愚

葺
ρ

(同
前
。
)

℃
9
場

冨

犀
P

℃
9
q
暮
詩
9

(繁
栄
、
生
命
を
助
長
す
る
。
)
σ
耳

菖

(保
持
、
養
育

。)
(以
上
、
梵
。
)
や

℃
言
"
p
℃
鐸

㊤

(鉢
食

、
団
食
、
食
物

。)
び
げ
9
江
9

(食
、
食
事
。
)

〈
σ
げ
㊤
宣
江

(分
配
す

る
。
)

(
巴
)
と

い

っ
た
諸

術

語

が
存

し
、

ま

た
、

く
矧

(梵

)
・
℃
ま
ρ
菖

(巴
)
(吸
収
す
る
、
吸
う
、
呑

む
。
)

喝
Φ
嘱
饗

(
巴
)

(飲

み
物
、
飲
料
。
)

と

い
う

語

も

見

ら

れ

る
。
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な

　

食
物
を
表
す
代
表
的
な
言
葉
で
あ
る

9
8
9
と

鋤
訂
審

に
つ
い
て
は
、
既
に
、
宮
坂
宥
勝
博
士
に
よ
っ
て
、
次

の
よ
う
な
見
解
が
呈

(
3
)

示

さ

れ

て

い
る
。

即

ち

、

〔
原

始

〕

仏

教

の
教

義

語

と

し

て

用

い
ら

れ

る

の
は

轡

91
峯

で
あ

る
。

ま

た

、

逆

に
、

古

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

及
び

そ

れ
以

前

に

お

い

て

は
、

哲

学

的

用

語

と

し

て

鋒

費

9

は

殆

ん

ど
認

め

ら

れ
得

ず

、

9
暮

ρ

(
4
)

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「教
義
語
」
と
か

「哲
学
用
語
」
と
か
い
っ
た
意
味
付
け
を
与
え
る
な
ら
ば
、
氏
の
説
は
諾
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
っ
た
狭
義

(
5
)

の
使

用

法

以
外

に
視

点

を
転

ず

る

な
ら

ぱ

、

原

始

仏

教

聖

典

中

に
も

我

々
は

騨
目

㊤

の
使

用

を
見

出

し
得

る
。

そ

れ
は

さ

て

お

き

、
我

々
は

、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
食

物

哲

学

の

一
端

を

見

る

こ

と

に
し

た

い
。
(
6
)

食

物

を

万
有

の
根

本

原

理

と

し

て
讃

え

る
思

想

は
、

既

に
、

ブ

ラ

ー

フ

マ
ナ
文

献

中

に
散

見

さ

れ

る

。

そ

し

て

、
特

に

、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ヅ
ド

の
時

代

に
な

っ
て
、

纒

ま

っ
た
記

述

が

目

立

つ
よ

う

に

な

る
。

日
巴
ヰ
ヰ
貯
甲
d
や

第

丑
章

第

二
節

第

一
偶

に

は
、

実

に

、

生

き

と

し

生

け

る

も

の

は
、

食

物

か
ら

生

じ

る
。

そ

し

て
、

そ

れ

ら

は

、

大

地

を
依

り
処

と

し

て
、

食

物

に

よ

っ
て

こ
そ

、

生
存

す

る

の
で
あ

る
。

そ

し

て
、

そ

れ
ら

は

ま

た
、

最

終

的

に
は

、

〔食

物

に
〕

還

る

の
で
あ

る
。

実

に
、

食

物

は
、

存

在

物

の
中

で

最

も
卓

越

し

て

い
る
。

そ

れ
故

、

〔
食

物

は

〕

す

べ
て

の

〔物

を
癒

や

す

〕
薬

で
あ

る

と
言

わ

れ

る
。

実

に
、

食

物

を
ブ

ラ

フ

マ

ン
と

し

て
崇

拝

す

る
者

た
ち

は
、

す

べ

て

の
食

物

を

称
讃

す

る
。

実

に

、
食

物

は

、
存

在

物

の
中

で
最

も

卓

越

し

て

い

る
。

そ

れ

故

、

〔食

物

は
〕

す

べ

て

の

〔
物

を
癒

や
す

〕

薬

で
あ

る
と

言

わ

れ

る
。

存

在
物

は
食

物

か

ら
生

ま

れ

る
。

生

ま

れ

た
物

は
食

物

に
よ

っ

て
成

長

す

る
。

そ

し

て

、

〔
食

物

は

、

存

在

物

に

よ

っ
て

〕
食

べ

ら

れ

、
存

在

物

を
食

べ

る
。

そ

れ
故

、

そ

れ

は
、

食

物

と

言

わ

れ

(
7
)

る

の
で
あ

る
。

と

あ

り

、

一
切

の
存

在

は
皆

、

食

物

よ
り

生

じ

、

食

物

を

糧

と

し

て
成

育

し

、

死

ん

で
再

び

食

物

へ
と

還

っ
て
行

く

と

い
う

、

「
食

の
循

環

思
想

」

と
も

言

う

ぺ
き

テ

ー

ゼ

が
打

ち

立

て
ら

れ

て

い

た
。
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同

d
や

第

H
章

第

一
節

第

一
偶

に

よ

れ

ば
、

実

に

、

そ

れ

か
ら

、

こ

の
ア

ー

ト

マ

ン
か
ら

虚

空

が

生

じ

、

虚

空

か

ら

風

が

〔
生

じ
〕
、

風

か
ら

火

が

〔
生

じ
〕
、

火

か
ら

水

が

〔
生

じ
〕
、

水

か
ら

地

が

〔
生

じ
〕
、

地

か
ら

植

物

が

〔
生

じ
〕
、

植

物

か
ら

食

物

が

〔
生

じ

〕
、

食

物

か
ら

人

間

が

〔
生

じ

た

の
で
あ

る
〕
。

(8
)

実

に
、

こ

の
人

間

は
、

食

物

を

本

質

と

し

て
形

成

さ

れ

た

も

の
で
あ

り

、

と

さ

れ
、

ア
ー

ト

マ
ソ
↓

虚

空

↓

風

↓

火

↓

水

↓

地

↓

植

物

↓
食

物

↓

人

間

と

い
う
創

造

の

フ

ォ

ル
ミ

ュ
ラ
が

確

立

さ

れ

て
お

り

、
食

物

は

人

間

を

形
造

る
本

質

と

し

て
重

視

さ

れ

て

い
る
。

ま

た
、

第

皿
章

第

二
節

第

一
偶

に

は
、

食

物

は

ブ

ラ

フ

マ
ソ
で
あ

る
、

と
、

彼

は
知

っ
た
。

実

に
、

食

物

を

始

源

と

し

て

、

こ
れ

ら

〔す

べ

て

の
〕

存

在

物

は
生

じ
、

生

じ

た

も

の
は
、

食

物

に

よ

っ
て
生

存

し
、

食

物

へ
と

還

っ
て
行

く

。

そ

の
よ

う

に
知

っ
て

、
彼

は

再

び
、

父

で
あ

る

ヴ

ア

ル
ナ

に
近

付

(
9
)

き

、

「
尊

師

よ

、

ブ

ラ

フ

マ
ソ
に

つ
い

て
教

え

て

下

さ

い
。
」

と
言

っ
た
。

と

あ

り

、
食

物

(帥
口
口
9
)
が

ブ

ラ

フ

マ
ソ
と

同

一
視

さ

れ

、

造

物

主

と

見

な

さ

れ

て

い
た

こ
と

が
窺

わ

れ

る
。

そ

し

て

、
第

皿
章

第

七
節

第

一
偶

お

よ
び

、

第

八
節

第

一
偶

に

は
、

(10
)

食

物

を
嘲

っ
て

は

な
ら

な

い
。

そ

れ

は
禁

戒

で
あ

る
。

…

…
食

物

を
無

視

し

て

は
な

ら

な

い
。

そ

れ
は

禁

戒

で

あ

る

。

…

…

と

言

わ

れ

、
食

物

が
尊

崇

さ

れ

て

い
た

こ
と

を
彷

彿

と

さ

せ

る
。

食

物

を

宇

宙
創

造

論

と
結

び

つ
け

る
思

想

を

よ
く

表

し

て

い
る

の
は
、

O
ぴ
91
巳

o
σQ
団
甲

q
℃
・
で
あ

ろ
う

。

同

書

に
は

、

哲

人

d
&

巴
ρ
吋
ρ

≧

ロ
且

が
、

そ

の
息

子

ω
く
Φ
富
閃
Φ
ε

に
、

い
わ

ゆ

る

「
有

の
哲
学

」

を
説

き
、

宇

宙
創

造

論

に
言

及

す

る
件

が

見

ら

れ

る

が

、

そ

の
際

、

食

物

が
重

要

な
位

置

を
占

め

て

い
る
。

0
げ
91
昌
α
o
σq
団
甲
d
℃
.
第

M
章

第

二
節

第

一
偶

に

は
、

(
11
)

愛

児

よ

、

有

こ
そ

が

、

こ

の
世

に

最
初

に
存

在

し

て

い
た
。

実

に

、
唯

一
で
あ

り
、

第

二

の
物

は
無

か

っ
た

の

で
あ

る
。
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と

さ

れ

、
有

か

ら

の
世
界

の
生

成

が

説

か

れ

る
。

同

書

第

M

章

第

二

節
第

三

偶

に

は
、

そ

れ
は

考

え

た
。

多

く

な

ろ
う

、

生

み
出

そ

う

と
。

そ

れ

は
熱

を

生

み
出

し

た
。

そ

の
熱

は

考

え

た

。

多

く

な

ろ

う
、

生

み

出

そ

う

(12

)

と

。

そ

れ
は

水

を

生

み
出

し

た
。

ま

ず

、

有

か
ら

熱

が

、

そ

し

て
熱

か
ら

水

が

生

み
出

さ

れ

る

と
さ

れ

て

い

る
。

そ

し

て
、

第

四

偶

に
、

(
13

)

そ

れ
ら

の
水

は

考

え

た
。

さ
あ

、

多

く

な

ろ
う

、

生

み
出

そ

う

と
。

そ

れ
ら

は
食

物

を

生

み
出

し

た
。

と

い
う

の

で
あ

る
。

食

物

(9
昌
口
P
)

は

、

次

の
よ

う

に
変

容

す

る
。

同

書

第

M
章

第

五

節

第

一
偶
。

食

べ
ら

れ

た
食

物

は

三

つ
に
分

割

さ

れ

る
。

そ

の
最

も

粗

大

な

要

素

、

そ

れ
は

糞

と

な

り

、

最

も

中

間

の
要

素

、

そ

れ

は
肉

と

な

り
、

マ

ナ

ス

(
14

)

最

も

微

細

な

要

素

、

そ

れ

は

思
考

力

と

な

る
。

と

い
う

。

つ
ま

り

、

同
書

第

W
章

第

六
節

第

一

・
二
偶

に
あ

る

よ
う

に
、

愛

児

よ

、

凝

結

し

た
牛

乳

が

か
き

ま

ぜ
ら

れ

る

と
、

微

細

な

も

の
、

そ

れ

は
上

方

に
昇

り

、

そ

れ

は
浄

化

さ

れ

た

バ

タ
ー

(転
油
)
と

な

る
。

実

に
、

こ

の
よ

う

に

し

て
、

愛

児

よ

、

実

に
、

食

物

が

食

べ
ら

れ

る

と

、
微

細

な

も

の
、

そ

れ

は

上
方

に
昇

り
、

そ

れ

は

マ

ナ

ス

(
15
)

思

考

力

と
な

る
。

と

い
う

の

で
あ

り

、
食

物

が
食

べ
ら

れ

る

と
、

そ

の
最

も

微

細

な

要

素

が

、

思

考

力

(ヨ
P
コ
9
qo)
と

な

る

と

い
う

の
で
あ

る
。

人

間

を
他

の

動

物

か
ら

峻

別

す

る

思

考

力

の
存

在

の
根

源

に
食

が
位

置

づ

け

ら

れ

て

い
る

こ

と

は
注

目

す

べ
き

で

あ

ろ
う

。

同

書

第

W

章

第

九

節

第

一

・
二
偶

に

は
、
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実

に
食

物

は

力

よ

り

も
偉

大

で
あ

る
。

だ

か
ら

、

も

し
、

十

〔
昼

〕

夜

、

〔
食

物

を
〕

食

べ

な
け

れ
ぱ

、

〔
そ

の
人

は
〕

た

と

え
生

き

て

い

て
も

、

眼

は

見

え
ず

、

耳

は
聴

こ
え
ず

、

思

考

で

き
ず

、

理

解

で
き

ず

、

行

為

す

る

こ
と

も

で

き

ず

、
認

識

す

る

こ

と
も

で
き

な

い
者

と

な

る
。

そ

の
時

、

食

の
到

来

(摂
取
)
が
あ

れ
ば

、

彼

は
見

る
者

と
な

り

、

聴

く

者

と

な

り

、

思

考

す

る
者

と

な

り
、

理

解

す

る
者

と
な

り

、
行

為

す

る
者

と

な

り

、
認

識

す

る
者

と

な

る
。

食

物

を
尊

崇

せ

よ
。

食

物

を

ブ

ラ

フ

マ
ン
と

し

て
尊

崇

す

る
者

は
、

食

物

と
飲

物

と

を
有

す

る
世

界

を

獲

得

す

る
。

食

物

を

ブ

ラ

フ

マ
ン
と

し

て
尊

崇

す

(
16
)

る
者

は
、
食

物

の
到
達

す

る
範

囲
内

で
あ

れ

ば
、

望

み
ど

お

り

に
行

動

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

と

も

あ

り

、
食

物

が

人

間

の
諸

感

官

を
作

動

さ

せ

る
基

体

と

な

り
、

知

覚

・
認

識

活

動

に
不

可

欠

の
存

在

と

し

て
位

置

づ
け

ら

れ
、

先

に

見

た

日
巴
暮
三

団
㌣

q
や

同
様

、

ブ

ラ

フ

マ
ン
と

し

て
尊

崇

す

べ

き
旨

が
説

か

れ

て

い
る
。

因

み

に
、

じU
鍔

窓

く
9
α
σq
圃萄

第

皿
章

第

一
四

偶

に

は

、

(17
)

食
物
か
ら
諸

の
存
在
物
は
発
生
し
、
食
物
は
雨
か
ら
発
生
す
る
。
雨
は
祭
式
か
ら
生
じ
、
祭
式
は
行
為
か
ら
生
じ
る
。

と
あ
り
、
行
為
↓
祭
式
↓
雨
↓
食
物
↓
諸
存
在
物
と
い
う
創
造

の
構
造
に
な

っ
て
い
る
。

我

々
は
、
目
巴
梓江
昌
団
㌣
d
や

や

○
げ
習
α
oσQ団
甲
d
や

に
お

い
て
食
物
が
万
有
の
根
源
で
あ
り

一
切
の
生
命
を
維
持

・
育
成
さ
せ
る
も
の

で
あ

る
と
説
か
れ
て
い
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
フ
マ
ソ
と
食
物
と
が
し
ば
し
ば
同

一
視
さ
れ
、
尊
崇
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

食
物
は
、
い
つ
の
場
合
で
も
諸
存
在

の
最
高
位
に
位
置
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
地

・
水

・
火

・
風

・
空
と
か
、
雨
や
祭
式
と
い
っ

た
他

の
諸
要
素
と
共
に
創
造
系
列

の

一
項
目
を
形
成
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宇
宙
創
造
論
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

(
18

)

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
食

物

哲

学

に

つ

い
て

は
、

宮

坂

博

士

の
精

致

な
論

が

あ

る

の

で
、

今

は

、

こ

れ
以

上

深

く

立

ち

入

る

こ

と

は

し

な

　
　
　

い
が
、
正
統
.ハ
ラ
モ
ソ
教
思
想
体
系
に
お
い
て
、
食
物
は
、
神
格
化
の
対
象
で
あ
り
、
正
の
価
値
を
附
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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∬

原
始
仏
教
の
食
物
観

原
始

仏

教

聖

典

に

お

い
て
は

、

食

物

は

、

幾

つ
か

の

カ
テ

ゴ

リ

ー

に

分
類

さ

れ

て

い
た
。

そ

の
分

類

の
方

法

も

、

文

献

に
よ

っ
て
様

々

で
あ

る

が

、
代

表

的

な

も

の
を
挙

げ

る

と
、

①

柔

か

い
食

物

(び
げ
o
す
巳
団
ρ

げ
げ
o
ご
ρ

蒲
閣
尼
。
)

②

堅

い
食

物

(臣

&

き

蔓
p

臣

&

ρ

怯
陀

尼
。
)

③
竜

め
ら

れ

る

べ

き
食

物

(一〇
団
団
騨
)

④

飲

物

(℃
o
網
団
9
)

(19
)

と

か

、①

段

食

(冨

げ
婁

口
閃
91
蜀
冨

鼻

実
際

の
飲

食

物

。)

②

触

食

(嘗

p
の。・帥
鼠

鼻

感

覚

。
)

③

意

思

食

(旨
§

o
。。9
口
8

$

鼠

げ
魯

㊤
●
思

考

、

意

志

作

用

。
)

④

識

食

(〈
厳

鼠

軽
91冨

Hρ

認

識
、

判

断

。)

(
20
)

と

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
実
際
の
飲
食
物
を
、
そ
の
材
質
に
よ

っ
て
分
類
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
に
、
七
穀
七
菜
と
か
五
種
薬
と
い

っ
た
規
定
も
見
ら
れ

(羅る
後
者
に
お
け
る
食

の
概
念
は
普
通

一
般
の
そ
れ
よ
り
も
広
く
、
「成
長
発
展
さ
せ
る
。
養
う
。
維
持
す
る
。
」
と
い
う
属
性
を
有
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
感
覚
や
思
考

・
意
志
作
用
、
そ
し
て
認
識

・
判
断
を
も

「食
」
と
し
て
捉
え
る
思
想
で
あ
る
。
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即
ち
、
感
官
が
外
界
の
対
象
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
喜
悦

の
情
感
が
生
起
し
、
身
体
や
精
神
を
成
長
さ
せ
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
。

思
考

・
意
志
は
、
自
分
の
好
む
存
在
状
態
を
希
求
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
生
命
が
維
持
さ
れ
る
。
認
識

・
判
断
も
身
心
を
成
長
発
展
さ
せ
る

(22

)

こ
と
か
ら
食
と
見
な
さ
れ
る
。

四
食
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
主
題
か
ら
少
し
く
外
れ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
詳
し
く
は
触
れ
な
い
が
、
原
始
仏
教
の
食
物
観
を
検
討
す
る

上
で
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

さ

て
、
原
始
仏
教
に
お
け
る
食
物
の
分
類
や
禁
忌
、
食
物
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
律
蔵
を
主
た
る
資
料
と
す
る
詳
細
な
研
究
が
、

(
23
)

中
野
義
照
博
士
、
佐
藤
密
雄
博
士
、
平
川
彰
博
士
等
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ま

た
、
食
を
縁
起
思
想
と
結
び
付
け
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
古
く
は
木
村
泰
賢
博
士
や
赤
沼
智
善
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
近
年

で
は
、

宮
坂
宥
勝
博
士
が
原
始
仏
教
の
四
食
説
と
古

d
や

の
五
蔵
説
と
の
対
比
を
中
心
に
し
て
縁
起
と
食
と
の
か
か
わ
り
を
論
じ
て
い

(羅る
し

か
し
、
原
始
仏
教
に
お
い
て
、
仏
陀
や
修
行
者
達
が
日
々
の
修
行
実
践
の
中
で
食
物
に
つ
い
て
如
何
な
る
宗
教
的
見
解
を
有
し
て
い

た
か
、
ま
た
、
食
物
と
解
脱
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
事
柄
は
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
な
か

っ
た

よ
う

で
あ
る
。

特

に
、
禅
定
と
食
物
と
を
併
せ
て
論
じ
る
と
い
う
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

以
下
に
、
原
始
仏
教
聖
典
中
に
散
見
さ
れ
る
、
主
と
し
て
修
行
者

の
食
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
態
度

つ
ま
り
食
の
倫

理
観
と
も
言
え
る

も
の
、
あ
る
い
は
、
禅
定

・
解
脱
と
食
物
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
よ
う
な
記
述
を
抽
出
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

原
始
仏
教
聖
典
の
中
で
も
、
最
古
層
に
属
す
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
、
『
経
集
』

(ω
暮
富
巴
嚇
邑

・
『
法
句
経
』
(U
匿
ヨ
導
竜
9畠
)
に
お

い
て
、
食
物
に
対
す
る
修
行
者
の
取
る
べ
き
態
度
が
、
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
を
、
ま
ず
、
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
経
集
』
第

一

「蛇
品
」
(¢
類
σqρ
轟
σqσ・㊤)
第
六
五
偶
に
は
、
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諸

々
の
味
に
対
し
て
貧
る
こ
と
な
く
、
動
揺
せ
ず
、
他
人
を
養
わ
ず
、

家
毎
に
乞
食
し
て
歩
き
、

執
着
の
心
な
く
し
て
、
〔犀
の
角

(
25
)

の
よ

う

に
〕

た

だ
独

り
歩

む

べ
き

で
あ

る
。

と

あ

り

、
食

物

の
味

へ
の
執

着

が
戒

め
ら

れ

て

い
る
。

同

書

同

品
第

二

一
七
偶

に

は
、

(
26
)

他

人

の
施

し

で
生

活

す

る
者

は
、

〔
器

の
〕

一
番

上

か
ら

で

も
、

中

間

か
ら

で
も

、

残

余

か
ら

で
も

、

食

物

を

得

る

べ
き

で

あ

る

。

と
、

他

人

か
ら

の
施
食

に

つ

い
て
、

あ

れ

こ

れ
選

り
好

み

を

し

な

い
よ
う

に
言

わ

れ

て

い
る
。

同
書

第

二

「
小

品

」

(o
臼
ρ
毒

σq
窓
)

第

二

三

九

・
二

四

〇

偶

に

は

、

稗

・
デ

ィ

ソ
グ

ラ

カ

・
チ

ー

ナ

カ
等

の
、

葉

菜

・
根

菜

・
蔓

の
実

を
正

し

く

得

て
食

べ

つ

つ
、
欲

張

ら

ず

、
虚

偽

を
語

ら

な

い
。

(
二

三
九
)

お

い
し
く

調

理

さ

れ

、

よ

く

出
来

上

が

り
、

他

人

に

よ

っ
て
与

え
ら

れ
施

さ

れ

た
美

味

な

米

飯

を

食

べ

る
者

は

、

な

ま

ぐ

さ

を
食

べ

(
27
)

る

の
で
あ

る
。

カ

ッ
サ

パ
よ

。

(
二
四
〇
)

と

あ

り

、
美

食

を
追

求

し
粗

食

を

嫌

う

こ
と

は

厳

と

し

て
戒

め

ら

れ

て

い
た

こ
と

が

わ

か

る
。

ま

た
、

同
書

同
品

第

三
九

二
偶

に
も

、

実

に
、

そ

れ

ゆ

え
、

食

物

と
臥

坐

具

と

、

大

衣

の
塵

垢

を
除

去

す

る

た

め

の
水

、

こ

れ
ら

の
も

の

に
対

し

て
、

比

丘

は

執

着

し
な

い
。

(
28
)

あ

た
か

も

、
蓮

の
葉

の

〔
上

の
〕

水

滴

の

よ
う

に
。

と
あ

り
、

修

行

者

は
食

物

等

に
執

着

し

な

い
こ

と
が

求

め

ら

れ

て

い

た
。

同

書

第

三

「
大

品

」

(竃
ρ
冨

奏

σq
σq
㊤
)

第

七

〇

七

偶

に
は

、

腹

を

減

ら

し

て

、
節

食

し
、

少

欲

に

し

て
貧

る

こ

と
な

か
れ

。

実

に
彼

は

、

欲

望

に
飢

渇

す

る

こ
と

な

く

、

無

欲

で

あ

り

、

〔
煩

悩

(29
)

が

〕

消

滅

し

て

い
る

。
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と

あ

る

し

、

同

品

第

七

一
〇

・
七

一

一
偶

に

は
、

…

…

村

か

ら

の
招
待

や
供

物

を
喜

ん

で

は

な
ら

な

い
。

(七

一
〇
)

牟

尼

は
村

に
行

っ
て
、

食

を
求

め

て
家

々
を
無

理

に
訪

ね

歩

い
て

は

な

ら

な

い
。

唖
者

〔
の
よ

う

に
沈

黙

せ

よ
〕
。

不

注

意

な

言
葉

(
30
)

を
発

し

て

は

な
ら

な

い
。

(七

=

)

と
あ

り

、
食

物

に
対

す

る
欲

望

を
断

っ
て
少

欲

知

足

の
生

活

を
送

る

こ

と
が

理

想

と

さ

れ

て

い
た

の
で
あ

る
。

同

品

第

七

四

六
i

七

四

九
偶

に

は
、

「
…

…

〈
凡

そ

苦

し

み

が
生

じ

る

の
は

、

す

べ

て
、

食
物

を

機

縁

と
す

る
。
〉

と

い
う

、

こ
れ

が

一
つ

の
省
察

〔
法
〕

で
あ

る
。

〈
し

か

し

、
食

物

が

す

っ
か

り
離

れ

、
消

滅

す

る

な
ら

ば

、
苦

の
発

生

は

な

い
。
〉

と

い
う

、
こ

れ

が
第

二

の
省

察

〔
法

〕

で
あ

る
。

…

…

」

と
、

こ

の

よ
う

に
師

は
言

わ

れ

た
。

(七
四
六
)

「
凡

そ

苦

し

み
が

生

じ

る

の
は

、

す

べ

て
、
食

物

を
機

縁

と
す

る

の

で
あ

る
。

食

物

が

消

滅

す

る

な

ら

ば

、
苦

の
発

生

は

な

い
。

(七

四
七
)

〈
苦

し

み

は
食

物

を

機

縁

と

す

る

。
〉

と
、

こ

の
過

患

を

知

っ
て
、

す

べ

て

の
食

物

を

知

り

尽

く

し

て
、

い
か

な

る
食

物

を

も
依

り

処

と

せ
ず

、

(七
四
八
)

無

病

が

煩

悩

の
滅

尽

に
よ

る
と

い
う

こ
と

を

正

し

く

知

っ
て

〔真

理

の
〕

省

察

に
親

し

み
真

理

に

よ

っ
て
住

し

、

ヴ

ェ
ー

ダ

に
通

暁

(
31
)

し

て

い

る
人

は
、

〔苦

し

む
者

達

の
う

ち

に
〕

数

え

ら

れ

る

こ
と

は

な

い
。
」

…

…

(七
四
九
)

と

い
う

食

物

観

が

述

ぺ
ら

れ

て

い
る

。

こ
れ

は

、
後

に
詳

し

く

言

及

す

る

「
食

厭

想

」

(鍵

習
。
窓

欝

ヨ
器
巴

鼠

)
に

繋

が

る
思

想

で
あ

る
。

食

物

は

、

苦

の
原

因

と

し

て
、

否

定
的

に
捉

え

ら

れ

て

い
た

こ
と

が

わ

か

る
。

先

に
見

た

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ヅ
ド

の
食

物

哲

学

と

は

対

照
的

で

あ

る

と
言

え

よ
う

。

同

書

第

四

『
八

法

品

』

(》
⇔朴
げ
P
閃
9
く
ρ
σq
σq
ρ
)
第

九

七

〇

・
九

七

一
偶

に

は
、
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「何
を
食

べ
よ
う
か
。
ど
こ
で
食
べ
よ
う
か
。

実
に
寝
苦
し
か

っ
た
。

今
日
は
ど
こ
で
寝
よ
う
か
。
」
家
な
く
し
て
彷
復
す
る
学
人

は
、
こ
れ
ら
の
愁
う
べ
き
思
惟
を
調
伏
す

べ
き
で
あ
る
。
(九
七
〇
)

食
物
と
衣
服
と
が
得
ら
れ
た
時
に
、
こ
の
世
に
お

い
て
満
足
す
る
た
め
に
、
彼
は
量
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
れ
ら

〔食
物

と
衣
服
と
〕
に
お
い
て

〔感
官
が
〕
守
ら
れ
、
自
制
し
て
村
を
歩
き
、
不
機
嫌
に
な

っ
て
も
、
粗
暴
な
こ
と
を
言

っ
て
は
な
ら
な
い
。

(32
)

(九
七

一
)

と

あ

り

、

飽

く

迄

も

、
食

物

に
執

着

す

る

こ

と

な
く

、

少

欲

知

足

で
あ

る

こ

と

が
修

行

者

に

は
要

求

さ

れ

て

い

る
。

『
法

句

経

』

を

見

る

と

、
第

七

『
阿

羅

漢

品

』

(諺
壼
冨

算
奨

9
αq
σqρ
)
第

九

二

・
九

三

偶

に

、

た

く

わ

え

な

く
、

食

物

に

つ

い
て
知

り
尽

く

し
、

所

行

が

空

・
無

相

に
し

て
解

脱

し

て

い
る
人

の
行

跡

は

、

虚

空

に

お

け

る
鳥

の
行

跡

の
よ

う

に
、

た
ど

り
難

い
。

(九

二
)

煩

悩

が

滅

尽

し

、
食

物

に
執

着

す

る

こ

と

な
く

、

所

行

が
空

・
無

相

に

し

て
解

脱

し

て

い
る
人

の
歩

み
は

、

虚

空

に
お

け

る

鳥

の
行

(
33
)

跡

の
よ

う

に
、

た
ど

り

難

い
。

(
九
三
)

と
あ

っ
て
、

食

物

の
本

質

を

知

っ
て
執

着

し

な

い

こ
と

が

理
想

と

さ

れ

て

い
た

よ

う

で
あ

る
。

同

書

第

十

四

『
仏
陀

品

』

(しd
&

号

零

㊤
σq
σQ
ρ
)

第

一
八

五

偶

に

は
、

罵

ら

ず

、

〔
人

を

〕

害

さ

ず

、

戒

を

守

り

、
食

事

に

お

い
て

量

を

知

り

、

辺

境

の
臥

坐

処

に

〔赴

い
〕

て
禅

定

に
励

む

、

こ
れ

が
仏

(
34
)

陀

の
教

え

で
あ

る
。

と
説

か

れ
、

戒

律

を

遵

守

し

、

節
度

あ

る
食

事

の
摂

取

を

し
、

禅

定

に
専

念

す

る

と

い
う

こ

と
が

、

比

丘

の
あ

る

べ
き

姿

と

し

て
仏

陀

に

よ

っ
て
垂

示

さ

れ

て

い

た

こ

と
が

わ

か

る
。

ま

た
、

同

書

第

十

八

「
垢

臓

品

」

(寓
巴
9
〈
㊤
σq
σQ
㊤
)

第

二
四

九

偶

に

は
、

実

に
、

人

は
、

信

に
従

い
、
浄

ら

か

な

心

に
従

っ
て
施

す

。

そ

の
時

、

他

人

の

〔
施

し

て
く

れ

た
〕

飲

食

物

に
対

し

て
困

惑

す

る
者



パー リ仏教聖典に見 られる禅定思想 と食物 との関係125

(
35

)

は
、
昼
も
夜
も
精
神
の
統

一
が
得
ら
れ
な
い
。

と
あ

っ
て
、
施
さ
れ
た
食
物
に
満
足
し
な
い
者
は
禅
定
修
行
も
捗
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

『
経
集
』
に
お
い
て
も

『
法
句
経
』
に
お
い
て
も
、
美
食

・
粗
食
を
問
う
た
り
、
他
か
ら
の
施
食
に
不
平
を
言

っ
た
り
す
る
こ
と
が
戒

め
ら
れ
、
食
物

へ
の
執
着
が
厳
し
く
斥
け
ら
れ
て
、
少
欲
知
足
が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
。

『
法
句
経
』
第
二
十
三

「象
品
」
(乞
譜
ゆ
奉
σqσq帥
)
に
は
、
象
徴
的
な
警
句
が
見
ら
れ
る
。
第
三
二
五
偶
で
あ
る
。

大
食

い
を
し
て
眠
り
を
好
み
、
ご
ろ
ご
ろ
と
寝
転
が
っ
て
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
愚
鈍
な
者
は
、
大
き
な
豚

の
よ
う
に
、
餌
に
よ
っ
て
育

(
36
)

ち
、
繰
り
返
し
母
胎
に
入
る
。

過
食
は
惰
眠
と
と
も
に
、
愚
者

の
好
む
と
こ
ろ
と
さ
れ
、
そ
れ
は
、
生
死
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
脱
れ
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

初
期
仏
教
教
団
の
構
成
員
達

の
修
行
生
活
を
よ
く
活
写
し
て
い
る

『長
老
偶
』
(6
冨
蜀
σq鐸
鼠
)
第
十
七
偶
及
び
第

一
〇

一
偶
に
も
、
こ

(
37
)

れ
と
全
く
同
じ
定
型
句
が
見
ら
れ
る
。

(
38
)

『
長
老
偶
』
に
は
、

『経
集
』
や

『法
句
経
』
の
偶
と

一
致
す
る
も
の
が
幾

つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。

第
九
二
偶
は

『
法
句
経
』
第
九
三

(
40
)

(
39
)

偶

と

、

第

五

八

三

偶

は

『
法

句

経

』

第

一
八

五

偶

と

、

そ

し

て
、

第

一
〇

八
九

偶

は

『
経

集

』

第

三
九

二

偶

と

パ

ラ

レ

ル

で
あ

る
。

こ
れ

ら

以

外

に
食

物

観

を

謳

っ
た
偶

を

『
長

老

偶

』

か

ら

抽

出

し

て

み
る

と

、

以

下

の
よ

う

で
あ

る
。

第
〃十

二

偶
…。

(
マ

ハ
ー
ガ
ヴ

ァ

ッ
チ
ャ
長
老
)

智

慧

の
力

を
有

し

、

戒

と

誓

い
と

を

具

足

し
、

心
統

一
し

、
禅

定

を
楽

し

み

、

正
念

に

し

て
、

適

当

な

食

物

を

食

べ

る
人

は

、

こ

の

(
41

)

世
に
お
い
て
、
貧
欲
を
離
れ
て
死
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
。

第
九

一
偶
。
(パ
リ
プ
ソ
ナ
カ
長
老
)

百
味
あ
る
甘
露
食
も
、
今
日
私
が
受
用
し
た

〔食
物
の
〕
よ
う
に
美
味
で
は
な
い
。
〔そ
の
食
物
と
は
、〕
無
限
の

〔智
〕
見
あ
る
ゴ
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(
42
)

ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

に
よ

っ
て
教

示

さ

れ

た
真

理

で
あ

る
。

第

一

一
四
偶

。

(
ア
デ

ィ
ム

ッ
タ
長
老
)

生

命

は
衰

退

し

つ

つ
あ

る
と

い
う

の
に

、
身

体

は

大

き

く

〔肥

っ
て
〕

重

く
、

身

体

の
快

楽

を
貧

り
求

め

る
者

に

は
、

ど

う

し

て
、

(
43
)

沙

門

の
善

性

が

〔あ

り
得

よ
う

か
〕
。

第

一
二

一ご
偶
。

(ピ

ソ
ド

ー
ラ
バ

ー
ラ
ド
ヴ

ブ
ー
ジ

ャ
長
老
)

…

…
食

物

は

心

を
鎮

め

る
も

の

で

は
な

い
。
身

体

は
食

物

に

よ

っ
て
存

続

す

る

の
で
あ

る

と
認

識

し

て
、

私

は

〔
食

を

〕

求

め

に
行

鰺
第
五
八
〇
偶
。
(ウ
パ
セ
ー
ナ
長
老
)

粗
末

〔な
食
物
〕
で
あ

っ
て
も
満
足
す
べ
き
で
あ
り
、
他
の
多
く
の
味
を
望
ん
で
は
な
ら
な
い
。
食
味
を
貧
り
求
め
る
者
の
心
は
、

禅
定
に
お
い
薬

し
ま
な
嘱

第

八

四

五

偶

。

(.ハ
ッ
デ

ィ
ヤ
長
老
)

托

鉢

に
よ

っ
て
得

た
食

物

を
食

べ

て
、

堅

忍

不

抜

に
し

て
、

残

食

が
鉢

に

入

れ

ら

れ

た

の
を
楽

し

み

つ

つ
、

ゴ

ー

ダ

ー

の
子

バ

ッ
デ

(
46
)

イ
ヤ
は

、

執

着

す

る

こ
と

な

く
禅

定

を
行

う

。

第

九

二

三
偶

。

(
パ
ー
ラ
ー
パ
リ
ヤ
長
老
)

た
と

え

美

味

で
あ

ろ

う

と
粗

末

で
あ

ろ
う

と
、

ま

た
、

た

と
え

少

か

ろ
う

と

多

か

ろ
う

と

、

生

き

る

た
め

に
彼

ら

は
食

べ
た

の
で
あ

(
47
)

り

、

負

り

求

め

る

こ
と

な

く

、

惑

わ

さ

れ

る

こ
と

も

な

か

っ
た
。

第

九

三
五

偶

。

(
パ
ー
ラ
ー
パ
リ
ヤ
長
老
)

彼

ら

は

腹

一
杯

に

な

っ
て
仰

向

け

に

な

っ
て
寝

て

い
る
。

眠

り

か
ら

覚

め

る

と
、

彼

ら

は
論

談

し

て

い

る
。

論

談

は
師

に

よ

っ
て

叱

(
48
)

責

さ

れ

た

の

に
。
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第

九

八

二

・
九

八

三

偶
。

(
サ
ー
リ
プ

ヅ
タ
長
老
)

生

〔
の
食

物

〕

も
乾

燥

し

た

〔
食

物

〕

も

、

食

べ

る
時

に
は

、

満
腹

し
過

ぎ

て

は

な

ら

な

い
。

比

丘

は
、

空

腹

に

し

て
節

食

し

、

正

念

に

し

て

遍

歴
す

べ

き

で
あ

る
。

(九

八
二
)

四

五

口
も
食

べ
ら

れ

な
け

れ
ぱ

水

を

飲

め

。
精

進

す

る

比

丘

に

と

っ
て

は
、

安

楽

に
住

す

る

に

は

〔
そ

れ
だ

け

で
〕

十

分

で
あ

る

。

(9壬
)

(
九
八
三
)

第

一
〇

五

四
ー

一
〇

五

六
偶

。

(
マ
ハ
ー
カ

ッ
サ
パ
長
老
)

私

は
臥

坐
処

か
ら

下
り

て
、

托

鉢

す

る

た
め

に
街

へ
入

り

、

食
事

を

し

て

い
る
癩

病

の
人

の
傍

に
、

恭

し
く

立

っ
た
。

(
一
〇
五
四
)

彼

は
、

腐

っ
た
手

で
、

一
口

の
食

を

渡

し

て
く

れ

た

。

一
口

の
食

を

〔鉢

に
〕

入

れ

て

く

れ

る
彼

の
指

も
、

そ

こ

に
、

ち

ぎ

れ

〔
て

落

ち
〕

た
。

(
一
〇

五
五
)

壁

の
下

に
依

り

か

か

っ
て
、

私

は

、

そ

の

一
口

の
食

を
食

べ
た
。

そ

し

て
、

食

べ

て

い
る
時

も

食

べ

て
し

ま

っ
た
時

も

、

私

に

は
嫌

(
50
)

悪

は
存

在

し

な

か

っ
た
。

(
一
〇

五
六
)

第

一

一
四

六
偶

。

(
マ
ハ
ー
モ

ッ
ガ

ッ
ラ

ー
ナ
長
老
)

我

々
は
森

林

に
棲

み
、

托

鉢

を

行

い
、

残

食

が
鉢

に

入

れ

ら

れ

る

の
を
楽

し

む
。

我

々
は
、

内

に

〔
心

を
〕

よ
く

統

一
し

て
、

死

王

(
51
)

の
軍
勢
を
打
ち
破
ろ
う
。

『
長
老
偶
』
に
お
い
て
も
、
や
は
り
、
食
物
は
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
糧
と
し
て
の
み
、
最
少
量
を
摂
取
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
、
執
着
の
心
を
持

っ
て
大
食
を
貧
る
こ
と
は
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
食
物
に
執
着
し
負
る
者
は
、
禅
定
に
沈
潜
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

食

へ
の
欲
望
は
、
修
行
生
活
の
大
き
な
妨
げ
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
美
味
で
あ
る
か
不
味

い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
托
鉢
に
よ

っ
て
得

た
食
物
は
、
た
と
え
、
そ
れ
が
残
飯
で
あ

っ
た
り
癩
病
者

の
手
で
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
比
丘
達
は
甘
受
し
た
の
で
あ
る
。

食
事
の
内
容
に
つ
い
て
不
平
を
言

っ
た
り
美
食
を
追
求
す
る
こ
と
は
、

『経
集
』

『法
句
経
』
『長
老
偶
』

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
繰
り
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返

し

戒

め
ら

れ

て

い
た

が
、

食

物

や
飲

物

に
関
す

る
話

を

す

る

こ
と

、

即

ち
、

食

論

(ρ
づ
口
帥
犀
ρ
げげ
節
)
・
飲

論

(℃
習

鴇

暮
訂

)
は

、

王

論

・
賊

論

等

と

共

に

、
無

用

の
議

論

と

し

て
厳

し

く

斥

け

ら

れ

て

い

た
。

聖

典

の
処

々
に

、

こ
れ

ら

の
論

を
声

高

に
語

る
異

教

徒

や

六
群

比

丘

の

エ
ピ

ソ

ー
ド

が
散

見

さ

れ

る
。

例

え

ば

、

長

部

二

五

『
優

曇

婆

濯

獅

子

吼

経

』

(d
留

8
げ
錠
一冨

ω
圏
ρ
鼠

畠

ω仁
窪
勲
導
ρ
)

に

は
、

そ

の
時

、

ニ
グ

ロ
ー

ダ
梵

志

は
、

多

く

の
梵

志

達

と
共

に
坐

し

て
、

大

声

で
、

声

高

に
、
多

く

の
畜

生
論

を
論

じ

て

い
た
。

そ

れ

は
、

次

の
よ

う

な

こ

と

で
あ

る
。

王
論

・
賊

論

・
大

臣

論

・
軍

論

・
怖

畏

論

・
戦

争

論

・
食

論

・
飲

論

・
衣

服
論

・
臥

床

論

・
華

髭

論

・

香

論

・
親

族

論

・
乗
物

論

・
村

落

論

・
町

論

・
都

市

論

・
地

方

論

・
女

性

論

・
男

性

論

・
英

雄

論

・
道

路

論

・
井

戸
端

論

・祖

先

論

・

(
52

)

種

々
論

・
世

界

起

源
論

・
海

洋

起

源

論

と

い

っ
た
、

有

と
非

有

の
論

で
あ

る
。

と

あ

る
。

仏

陀

は
、

こ

の
よ

う

な

、

論

議

を

嫌

っ
て

い
た
。

同

書

に

は
、

し

か
し

、

こ
れ

と

は

異

な

っ
て
、

か

の
世

尊

は
森

林

の
林

叢

や
辺

境

の
臥

坐

処

を

受

用

し

、

静

寂

・
少

音

に
し

て
無

人

の
、

人

里

離

(
53
)

れ

た
秘

密

の
場

所

に

お

い
て

独

坐

を
適

当

で
あ

る

と

し

た
。

と
あ

る

し
、

長

部

一

『
梵

網

経

』

(即
昏

巳
㊤
芭

霧
鼻
$
)

に

は

、

(
54
)

…

…

と

い
う

よ

う

な

畜

生

論

を

、
沙

門

ゴ

ー

タ

マ
は

回
避

し

た
。

と
あ

る
。

長

部

二

『
沙

門

果

経

』

(詔

8
践

討

喜

巴
霧
暮
芭

に

は

、

(55
)

…

…

と

い
う

よ
う

な
畜

生

論

を

回

避

す

る

、

こ
れ

も

ま

た

、
彼

(比
丘
)
に

と

っ
て
戒

の
う

ち

〔
の

一
つ
〕

で
あ

る
。

と
あ

り

、
食

物

に

つ

い
て
論

じ

る

こ
と

等

は

、

比

丘

に
は

禁

止

さ

れ

て

い

た

こ
と

が

わ

か

る

。
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相

応

部

十

二

『
諦

相

応

』

(ω
㊤
8
霧
9。
日
団
ロ
洋
ρ
)

に

は
、

比

丘
達

よ
、

多

く

の
畜

生

論

を

論

議

す

る

こ

と

な

か

れ
。

…

…

(中
略
)
…

…

そ

れ
は

ど

の
よ

う

な

理
由

に

よ

る

の

か
。

比

丘
達

よ
、

そ

れ
ら

の
論

は

、
利

益

を
伴

わ
ず

、
初

梵

行

的

で
な

く

、
厭

離

・
離

貧

・
滅

尽

・
寂

止

・
証

智

・
正

覚

・
浬
薬

に
導

き

は

し

な

い

〔
か

(
56
)

ら

〕
。

と

あ

り

、

食

論

等

は

、
解

脱

に

と

っ
て
何

ら

益

す

る
所

の
な

い
無

用

の
論

と

見

な

さ

れ

て

い
た

の
で
あ

る
。

こ

れ

ら

の
、

無

用

に

し

て
修

行

の
妨

げ

と
な

る
諸

論

に
対

し

て
、

中
部

一
二

二

『
空

大

経

』

(嵐
㊤
鼠

。。β
言

ρ
富
。。昌
ヰ
㊤
)
に
見

ら

れ

る

よ
う

に

、

「
実

に
、

こ

の
論

は

、
厳

粛

で
あ

り

、

心

の
開

顕

に
有

益

で
あ

り
、

一
向

厭

離

・
離

貧

・
滅

尽

・
寂

止

・
証

智

・
正
覚

・
浬

藥

に
導

く

。

そ

れ

は
次

の
よ

う

な

こ
と

で
あ

る
。

少

欲
論

・
知

足

論

・
遠

離

論

・
不

衆

会

論

・
勤

精

進

論

・
戒
論

・
定

論

・
慧

論

・解

脱

論

・

(
57
)

解

脱

智

見

論

と

い

っ
た

よ

う

な
論

を

、
私

は
語

ろ
う

。
」
実

に

、

そ

の
と

き

、

正
知

が
あ

る
。

幾

つ
か

の
論

が
、

智

慧

を

も

た
ら

す

も

の
と

し

て
尊

重

さ

れ

て

い

る
。

増

支

部

十

集

第

七

『
双
品

』

(U
㊤
ω
鴇

書

8
91婁

く
㊤
日
9。
鼠

く
9
器
ρ
)

に

は
、

少

欲

論

・
知

足

論

・
…

…

・
解

脱

智

見

論

、

と

い
う

、

こ

れ
ら

が
、

実

に
、

比

丘
達

よ
、

十

論

事

で
あ

る
。

汝

等

比

丘
達

よ
、

も

し

、

こ
れ

ら

十

論

事

の
う

ち

の
幾

つ
か

を
取

り

上
げ

て
論

じ

る

な
ら

ば

、

こ

の

よ
う

に
大

神

変

あ

り

、

こ

の
よ

う

に
大

威

力

あ

る
、

こ

れ

ら

の
月

と

太
陽

と

の
威

力

を
、

〔
そ

の
〕
威

力

に

よ

っ
て
終

憶

さ

せ

る

で
あ

ろ
う

。

ま

た
、

実

に
、

外

道

梵

志

の
論

説

も

〔
論

破

さ

(
58
)

れ

る

で
あ

ろ

う
〕
。

と

も
あ

る
。

こ

こ

で
注

目

す

べ
き

は

、

こ
れ

ら

有

益

な
諸

論

の
冒
頭

に
、

少

欲
論

(缶
℃
喝
一〇
〇げ
ρ
閃
ρ
♂
プ
91
)
及

び

知

足

論

(ω曽

言
#
三
冨

停

画
)
が

掲

げ

ら

れ

て

い
る

こ

と

で
あ

る
。

食

物

や
衣

服

に

つ

い
て
量

を
知

る

と

い
う

少

欲

知

足

を

比

丘

の
あ

る

べ
き

理

想

の
姿

と

し

て
説

く

記

述

は

、

聖
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典

の
随

所

に
見

ら

れ

る
。

中

部

五

三

『
有

学

経

』

(ω
Φ
臣

霧
目
ヰ
帥
)

に
は
、

マ

ハ
ー

ナ

ー

マ
よ

、

こ

こ

に
お

い
て

、

聖

弟

子

は

戒

を

具

足

し

、
諸

々

の
感

官

に

お

い
て
門

を
守

り
、

食

に

お

い
て
適

量

を
知

り

、

不
眠

の
努

力

を

し

、

七

善

法

を

具

足

し

、

増

上

心

に

基

づ

い
て

現

法

楽

住

の
四

禅

を

享
受

し

、

容

易

に
得

、

困

難

な
く

得

て

い

る

の

(
59
)

で
あ

る
。

と
あ

り
、

比

丘

は
、

戒

具

足

、

諸

根

門

の
守

護

、

節

度

あ

る
食

事

と

い

っ
た

外

的

な

規
矩

の
遵
守

に

よ

っ
て

最
終

的

に

は

四
禅

の
完

成

・

享

受

に
到

達

す

る

と

い
う

定

式

に
な

っ
て

い

る
。

禅

定

修

行

の
基

礎

に
、

食

物

に

つ
い

て

の
戒

め

が

あ

っ
た

の
で

あ

る

。

食

に

お

い
て
適

量

を
知

る

(げ
げ
。
智
ロ
。
B
p
ヰ
魯

賢

)

と

い
う

こ

と

に

つ

い
て

、
同

書

は
、

ま

た
、

マ

ハ
ー

ナ
ー

マ
よ
、

聖

弟

子

は
、

ど

の
よ

う

に
し

て
、

食

に

お

い

て
適

量

を

知

る

の
か

。

マ

ハ
ー

ナ
ー

マ
よ

、

こ

こ

に

お

い

て
、

聖
弟

子

は
、

正

し

く
省

察

し

て
食

物

を
食

べ

る
。

嬉

戯

の

た
め

で
も

な

く

、

橋

慢

の

た
め

で

も

な

く

、

装
飾

の
た

め

で

も

な

く
、

荘
厳

の
た

め

で

も

な

く
、

こ

の
身

体

の
存

続

の

た
め

、

保

養

の

た
め

、

悩

害

の
止

息

の

た
め

、
梵

行

の
資
助

の
た

め

に

の
み

〔食

物

を

食

べ
る

の
で
あ

る
〕
。

「
こ

の
よ
う

に
、

私

は
、

古

い
苦

痛

を

撃

退

し

、

新

し

い
苦

痛

を

生

じ

さ

せ
る

こ
と

な

く

、
私

に

は

、
良

い

習

慣

・
無

過

・
楽

住

が

生

じ

る

で
あ

ろ

う
。
」

と

、

実

に

、

マ

ハ
ー

ナ

ー

マ
よ

、

こ

の
よ

う

に

、

聖

弟

子

は

、

食

に

お

い
て

適

量

を

(
60
)

知

る

の

で
あ

る
。

と
説

明

す

る
。

食

物

を

摂

取

す

る

の
は
、

た

だ
、

生

命

を
維

持

し
、

煩

悩

を
断

っ
て
修

行

生

活

に
遮

進

す

る

た
め

に
す

ぎ

な

い
と

い
う

の

で
あ

る
。

相

応

部

一

『
六

処

相

応

』

(ω
p
冨
嘱
鋒
嘗

霧
p
ぢ
壱

算
㊤
)

に
見

ら

れ

る

よ

う

に
、

実

に
、

友

よ

、

比

丘

は

、
諸

の
感

官

に

お

い
て
門

を
守

ら

ず

、

食

に

お

い
て
適

量

を
知

ら

ず

、

不
眠

の
努

力

を

し

な

い
な

ら

ば

、

寿

命

が
尽

き

る
迄

完

全

に
し

て
清
浄

な
梵

行

を
続

け

る

と

い
う

、

こ

の
道

理

は
存

在

し

な

い
。

実

に
、

友

よ
、

比

丘

は
、

諸

の
感

官

に
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お
い
て
門
を
守
り
、
食
に
お
い
て
適
量
を
知
り
、
不
眠
の
努
力
を
す
る
な
ら
ば
、
寿
命
が
尽
き
る
迄
完
全
に
し
て
清
浄
な
梵
行
を
続

(
61

)

け

る

と

い
う

、

こ

の
道

理

が

存

在

す

る
。

食

を

節

す

る

こ

と

は
梵

行

の
継

続

に

不

可

欠

の

こ
と

で

あ

っ
た
。

ま

た
、

中

部

一
二

九

『
賢

愚

経
』

(しu
魁
巷

岩

禽
鼠
。。
暮
芭

に

は
、

比

丘

達

よ

、
畜

生

に

は
草

食

の
生

物

が

い

る
。

…

…

(中
略
)
…

…

馬

・
牛

・
ろ
ば

・
山
羊

・
鹿

、
あ

る

い
は
、

そ

の
他

の
、

畜

生

で

あ

っ
て
草

食

の
生
物

で

あ

る
。

実

に
、

比

丘
達

よ
、

か

の
、

愚

か

で
、

こ

の
世

に
お

い
て

、

か

つ
て
、

食

味

に
執

着

し

た
者

は
、

こ

の
世

に

お

い
て

、
諸

々

の
悪
業

を
行

っ
て
、

身

体

が
破

壊

し
、

死

ん

だ
後

に
、

か

の
草

食

の
有

情

、

そ

れ
ら

の
有

情

の
仲

間

と

し

て

生

ま

れ

る
。

比

丘
達

よ
、

畜

生

に

は
糞

食

の
生

物

が

い

る
。

…

…

(中
略
)
…

…

鶏

・
豚

・
犬

・
ジ

ャ

ッ
カ

ル
、

あ

る

い
は

、

そ

の
他

の
、

畜

生

で
あ

っ
て
糞

食

の
生

物

で
あ

る
。

…

…

(中
略
)
…
…

か

の
、

愚

か

で
、

こ

の
世

に
お

い

て
、

か

つ
て
、

食

味

に
執

着

し

た

者

は

、

…

…

(中
略
)
…

…
死

ん
だ

後

に
、

か

の
糞

食

の
有

情

、

そ

れ
ら

の
有

情

の
仲

間

と

し

て

生

ま

れ

る
。

比

丘

達

よ

、

畜

生

に
は

暗

黒

に

お

い
て

生

ま

れ
、

暗

黒

に

お

い
て
老

い
、

暗

黒

に

お

い
て

死

ぬ
生

物

が

い
る
。

…

…

(中
略
)
…

…

昆

虫

・
蛆

虫

・
蛭

矧

、

あ

る

い
は
、

そ

の
他

の
、

畜

生

で
あ

っ
て
暗

黒

に
お

い

て
生

ま

れ
、

暗

黒

に

お

い
て
老

い
、
暗

黒

に

お

い
て
死

ぬ
生

物

で
あ

る
。

…
…

(中
略
)
…

…

か

の
、

愚

か

で
、

こ

の
世

に
お

い

て
、

か

つ
て
、

食

味

に
執

着

し

た

者

は

…

…

(中
略
)
・…

:
死

ん

だ
後

に
、

か

の
暗

黒

(62
)

に

お

い
て
生

ま

れ
、

暗

黒

に

お

い

て
老

い
、

暗

黒

に
お

い

て
死

ぬ
有

情

、

そ

れ
ら

の
有

情

の
仲

間

と

し

て
生

ま

れ

る
。

と

い

っ
た

具

合

に

、

(以
下
、
魚

.
亀

・
鰐
等

の
水
棲
生
物
、
腐

っ
た
魚

・
腐

っ
た
死
骸

・
腐

っ
た
粥

・
ど
ぶ
池

・
水
溜
等

の
不
浄

の
中

に
生
ま

れ

・
老

(63

)

い
.
死
ん
で
ゆ
く
生
物
と
し
て
)、
食
味
を
負
る
者
は
輪
廻
転
生
す
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
食
物

へ
の
執
着
は
永
遠
な
る
輪
廻
の
渦
中
か
ら
脱

れ
ら

れ
な
い
状
況

へ
追

い
込
む
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
少
限
度
内
で
適
量
を
摂
取
し
て
い
る
場
合
に
は
生
命
を
維
持
し
身
体
を
養
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
肯
定
的
な
意
義

を
持

つ
食
物
も
、

ひ
と
た
び
、
そ
れ
に
執
着
し
て
美
味
を
追
求
し
た
り
大
食
い
を
し
た
り
す
る
と
、
修
行
の
進
展
も
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
心
統

一
も
散
漫
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に

な

り

が

ち

と

い
う
、

解

脱

を

目
指

す

修

行

者

に
と

っ
て
不

都

合

な

状

態

を

も

た

ら

す

も

の
と

な

る
。

そ

こ
で
、

聖

典

は
繰

り
返

し
少

欲

知

足

を

説

く

の
で
あ

る

が
、

更

に
進

ん

で
、

食

物

の
負

の
側

面

を

強

調

し

、
食

物

は
厭

う

べ

き

も

の
で
あ

る

と

い
う

思

想

が

存

在

し

て

い

た

こ
と

を

我

々
は

見

出

す
。

つ
ま

り

、
食

厭
想

(9、
冨

H。

窓

叶涛
三
霧
巴

鼠

)

で
あ

る
。

増

支

部

五
集

『
想

品

』

(℃
巴

8
冨

巳
℃
騨
2

ω
巴

鼠

く
ρ
σ・
σq
9
)
第

六

十

一
経

に
、

比

丘
達

よ
、

こ

れ
ら

五
想

が

修

習

さ

れ

、
多

修

さ

れ

た

ら

、

大
果

・
大
功

徳

・
浬

葉

へ
の
沈

潜

・
浬

葉

の
完

成

が

あ

る
。

ど

の

よ
う

(
磁
)

な
五
つ

〔の
想
〕
か
～

不
浄
想

・
死
想

・
過
患
想

・
食
厭
想

・
一
切
世
間
不
可
楽
想
で
あ
る
。

と
あ
り
、
同
第
六
十
二
経
に
は
、

比
丘
達
よ
、
こ
れ
ら
五
想
が
修
習
さ
れ
、
多
修
さ
れ
た
ら
、
大
果

・
大
功
徳

・
浬
桑

へ
の
沈
潜

・
浬
桀
の
完
成
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

(
65
)

な
五
つ

〔
の
想
〕
か
り
・

無
常
想

・
無
我
想

・
死
想

・
食
厭
想

二

切
世
間
不
可
楽
想
で
あ
る
。

と
あ

る
よ
う
に
、
食
厭
想
は
、
浬
藥

へ
と
導
く
、
大
き
な
効
験
を
持

っ
た
想
念

の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

同
第
六
十
九
経
に
は
、

比
丘
達
よ
、
こ
こ
に
お
い
て
、
比
丘
が
、
身
体
に
お
い
て
不
浄
を
観
察
し
て
住
し
、
食
厭
想
を
有
し
、

一
切
世
間
不
可
楽
想
を
有
し
、

一
切
の
現
象
に
お
い
て
無
常
を
観
察
し
、
実
に
ま
た
、
彼

の
内
に
は
、
死
想
が
よ
く
確
立
さ
れ
て
い
る
。
実
に
、
比
丘
達
よ
、
こ
れ

(
66
)

ら

五
法

が

修

習

さ

れ
、
多

修

さ

れ

た
ら

、

一
向

厭

離

・
離

貧

・
滅

尽

・
寂

止

・
証

智

・
正

覚

・
浬

葉

に
導

く

。

と
あ

り
、

先

に
見

た
中

部

『
空

大

経
』

の
、

少

欲

論

・
知

足

論

等

が

も

た
ら

す

の
と

同

じ

効

果

が

期

待

さ

れ

て

い
る
。

ま

た

、
同

経

に

は
、

(
67
)

そ

れ
ら

の
五

法

の
修

習

・
多

修

は
、

煩

悩

の
滅

尽

に
導

く

と
も

述

べ

て

い
る

し
、

『
戦

士

品
』

(鴫
o
自

鞍

く
ρ
話

σq
σQ
9
)
第

七
十

一
経

に

は
、

(68
)

心

解

脱

と

い
う

果

・
心

解

脱

と

い
う
果

の
功

徳

・
慧

解

脱

と

い
う

果

・
慧

解

脱

と

い
う

果

の
功

徳

が

も

た

ら

さ

れ

る

と
説

か

れ

て

い
る
。

増

支

部

七

集

『
大

供

犠

品
』

(ω
暮
富
冨

巳
℃
鋒
2

寓
筈

碧

㊤
言

奨

p
αq
σq
p
)
に

お

い
て

は

、
食

厭

想

は

、

不
浄

想

・
死
想

・

一
切

世
間

不

可
楽
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想

・
無

常

想

・
無

常

苦

想

・
苦

無

我

想

と

と

も

に

七
想

の

一
つ
と
さ

れ
、

そ

れ

ら

の
修

習

・
多

修

は

大
果

・
大

功

徳

・
浬

葉

へ
の
沈

潜

.

(
69
)

浬

禦

の
完

成

を

も

た
ら

す

と

い
う

。

同

『
品

所

不

摂

品

』

(<
ρ
σq
σq
霧
巴

σq
9
匡
萄
ωq
ヰ
ρ
口
芭

に
は

、

そ

れ

ら

七
想

(同
品

で
は
七
法
)
は
、

貧

を

理

解

す

る

た
め

に
修

習

さ

れ

る

べ

(
70
)

き

で
あ

る

と
説

か

れ

て

い

る
。

同

九

集

『
師

子

吼

品

』

(乞
塁

㊤
冨

巳
℃
卑
攣

Q。
矧冨

鼠

創
p
奉

σq
σq
ρ
)
に
は

、

不
浄

想

・
死
想

・
食

厭

想

・
一
切

世
間

不
可

楽

想

.
無

常

想

.
無

(
71
)

常
苦
想

・
苦
無
我
想

・
断
想

・
離
貫
想
の
九
想
が
大
果

・
大
功
徳

・
浬
葉

へ
の
沈
潜

・
浬
葉

の
完
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

(72
)

同

十

集

『
己

心

品

』

(U
霧
p
冨

巳
℃
91
婁

ω
p
。
葺

塁

諾

σq
p
)
第

五

十

六

経

は

、

そ

れ

ら

九
想

に
滅

尽
想

を
加

え

て
十

想

と

し

て
お

り

、

第

五

十

七

経

は

、
無

常

想

・
無

我

想

・
死

想

・
食

厭

想

・

一
切

世
間

不
可

楽

想

・
骸

骨

想

・
虫

聚

想

.
青

痕
想

.
断
壊

想

.
膨

脹

想

を

十

想

と

(
73
)

(
74
)

貧
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
勧

め
ら
れ
て
い
る
。

し
て
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
組
の
十
想
は
、
第
二
百
十
七
経
に
お
い
て
、

以
上
の
よ
う
に
、
食
物
を
厭
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
瞑
想
す
る
食
厭
想
が
、
解
脱

へ
と
導
く
方
法
と
し
て
初
期

の
教
団
で
実
践

さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

皿

『
清
浄
道
論
』

の
禅
定
論
体
系
中
の
食
厭
想

『
清

浄

道

論

』

(≦
ω
仁
&

三
琶
p
σq
σq
ρ
)
第

十

一
品

(国
富

住
霧
p
B
o

℃
㊤
巳
8
げ
Φ
α
。
)

「
定

の
解

釈

」

(ω
9
ヨ
91
Ω
ぼ
巳
q
α
Φ
ω9
)
に

お

い
て

、

「
食

厭

想

の
修

習

」

(轡

鍵
Φ

b
黒
詩
已
霧
ρ
ま

警

げ
署
9
鼠

)
に

つ
い

て
解

説

さ

れ

て

い
る

。

禅

定

に

お

け

る

心

統

一
の
対

象

と

な

る

種

々

の
項

目

を
纒

め

た

「
業

処

説

」

(冨

旨
ヨ
帥
#
鼠

奉

)
は
、

北

伝

の
部

派

文

献

や
大

乗

の
経

論

に

は

見

ら

れ

ず

、

パ

ー

リ
仏

教

に

お

い
て

の
み
発

達

し

た

独

自

の
実

践

的

教

理

で
あ

っ
た
。

南

方

上

座

部

無

畏

山

寺

派

(>
rσ
げ
ρ
団
ρ
σq
陣肖
一)
の

『
解

脱

道

論

』

の
中

で

三
十

八
業

処

と

し

て
体

系

化

さ

れ

た
業

処

説

は
、

同

書

を
底

本

と
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し

て
大

寺

派

(寓
p
鼠

≦
冨

邑

の
教

理
綱

要

書

と

し

て
集

大

成

さ

れ

た

しU
鼠

α
げ
9
σQ
げ
○
ω9

の

『
清

浄

道
論

』
に
至

っ
て
四

十

業

処

説

と

し

て

(
75

)

確

立

し
、

そ

の
後

、

南

方

上

座

部

の
定

説

と
な

っ
て

い

る
。

(76
)

こ
の
、
四
十
業
処
を
構
成
す
る
諸
項
目
の
中
の

二

想
」
(Φ冨

ω昌
富
)
と
し
て
、
食
厭
想
は
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

業
処
の

一
項
目
と
し
て
数
え
ら
れ
、
禅
定
修
習
の
際

の

一
助
と
な

っ
た
食
厭
想
の
存
在
は
、
原
始

・
部
派
仏
教
に
お
け
る
禅
定
思
想
と

食
物

と
の
関
係
を
探
る
上
で
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
、
食
厭
想
を
詳
細
に
分
析

・
検
討
し
禅
定
思
想
史
の
中
に
位
置

付

け
た
論
は
殆
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
以
下
に

『
清
浄
道
論
』
の
食
厭
想
の
説
明
の
箇
処
を
呈
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

今
や
無
色
に
続

い
て
、
「
一
想
」
と
い
う
よ
う
に
示
さ
れ
た
、

食
厭
想

の
修
習

の
説
明
に
到
達
し
た
。

そ
こ
に
お
い
て
、
食
と
は
、

運
ぶ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

段
食

・
触
食

・
意
思
食

・
識
食
と
い
う
四
種
で
あ
る
。
…
…
(中
略
)
…
…
し
か
し
、
こ
れ

ら
四
食
に
お
い
て
、
食
べ
ら
れ
、
飲
ま
れ
、
腐
ら
れ
、
味
わ
わ
れ
る
種
類
の
段
食

こ
そ
が
、
こ
の

〔食
厭
想
の
食
と
い
う
〕
意
味
に

お
け
る
食
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
食
に
お
け
る
不
快
な
様
相
を
把
捉
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
起
す
る
想
念
が
、
食
厭
想
で
あ

(77
)
る
。

食

厭

想

(91
冨

H。

麗

位
百

置
ω践

富
)
に

つ

い
て
説

明
す

る

に
あ

た

り

、

ま
ず

、

「
食

」

に
四

種

類

あ

る
と

述

べ
る

。

そ

し

て
、

食

厭

想

に

か

か

わ

る

の
は
、

い
わ

ゆ

る
、

段

食

(冨

げ
p
盲

矧

鼠
鼠

邑

で
あ

る
と

説

か
れ

る
。

段

食

は

、

上

記

の
説

明

に

も
あ

る

よ

う

に
、

飲

ま

れ
、

瑠

ら

れ
、

味

わ

わ

れ

る

と

い
う

、

普

通

一
般

的

な

意

味

で

の
食

物

を

指

す

。

食

物

の
持

つ
不
快

な
様

相

を
捉

え

る

こ
と

に
よ

っ
て
起

こ
る

想

念

が
、

食

厭

想

で
あ

る
、

と

い
う

定

義

が

掲

げ

ら

れ

て

い

る

の
で

あ

る
。

次

に
、

食

厭

想

の
修

習

の
方

法

に

つ
い

て

の
説

明

が

行

わ

れ

る
。

そ

の
食

厭

想

を
修

習

し

よ
う

と
す

る
な

ら

ば

、

業

処

を

把
握

し

、

把
握

し

た

な
ら

ば
、

一
句

も

〔亡

〕

失

す

る

こ

と
な

く

、

閑

静

な

場
所

に
赴

い
て
、

独

坐

し

て
、

食

べ
ら

れ

、
飲

ま

れ
、

囑

ら

れ
、

味

わ

わ

れ

る
種

類

の
段

食

に

お

い
て
、

十

の
様

相

に
よ

っ
て
、

不

快

で
あ

る

こ

と

が
省

察

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

そ

れ

は

、

以

下

の
如

く

、
ω

行

く

こ
と

か
ら

、

②

尋

ね
求

め

る

こ

と

か
ら

、

③

受

用
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か
ら
、
④
分
泌
物
か
ら
、
⑤
貯
蔵
か
ら
、
⑥
不
消
化
か
ら
、
⑦
消
化
か
ら
、
⑧
結
果
か
ら
、
⑨
流
出
か
ら
、
⑩
附
着
か
ら

〔省
察
さ

(
78
>

れ
る
べ
き
〕
で
あ
る
。

と
あ

り
、
独
坐
し
て
瞑
想
し
、
十
の
観
点
か
ら
食
物
に
つ
い
て
の
省
察
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
更
に
、
そ
れ
ら
十

の
観
点
か
ら
の
省
察
の
内
容
が
詳
細
に
解
説
さ
れ
る
。

1
.
こ
こ
で
、
「
行
く
こ
と
か
ら
」
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

実
に
、

大
威
力
あ
る

〔仏
陀
の
〕
教
え
に
お
い
て

は
、
出
家
者
は
、
夜
ど
お
し
仏
陀
の
言
葉
の
読
諦
や
沙
門
法
を
行
い
、
早
朝
に
起
き
て
塔
廟

の
庭
や
菩
提
樹
の
庭

の
務
め
を
行
い
、

飲
料
水
と
洗
浄
水
と
を
用
意
し
、
僧
房
を
掃
除
し
、
身
体
を
整
え
て
か
ら
坐
所
に
上
り
、
二
十
回
も
三
十
回
も
業
処
を
思
念
し
た
の

ち
に
、
起
ち
上
が

っ
て
、
鉢
と
衣
と
を
取

っ
て
、
人

々
の
喧
燥
な
く
閑
寂
の
楽
し
み
が
あ
り
日
蔭
と
水
と
を
具
備

し
清
浄
で
清
涼
な

快
適
な
領
域
で
あ
る
苦
行
林
を
捨
て
て
、
聖
な
る
遠
離
の
喜
び
を
受
け
る
こ
と
な
く
し
て
、
塚
間
に
向
か
う
ジ
ャ

ッ
カ
ル
の
よ
う
に
、

食
物

〔
の
獲
得
〕
の
た
め
に
村
落
に
向
か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に

〔食
物
を
乞
い
に
〕
行

く
者
は
、
臥
床
や

坐
鉢
か
ら
下
り
た
後
、
足
の
垢
や
家
と
か
げ
の
糞
等
に
ま
み
れ
た
敷
物
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
時
に
は
、
ね
ず

み
や
こ
う
も
り
の
糞
等
に
よ

っ
て
汚
さ
れ
て
室
内
よ
り
も

一
層
不
快
な
正
面

〔玄
関
〕
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
ふ

く
ろ
う
や
鳩
等

〔
の
糞
〕
が
附
着
し
て
露
台
の
上
よ
り
も

一
層
不
快
な
露
台
の
下
を

〔見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
。

そ
れ
か
ら
、

時

に
は
風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
た
枯
草
や
枯
葉
に
よ
り
、
ま
た
或
る
時
は
病
ん
だ
沙
弥
達
の
大
小
便

・
唾

・
鼻
汁
に
よ
り
、
或

い
は
、
雨

の
時
に
は
泥
水
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
て
露
台
の
下
よ
り
も

一
層
不
快
な
僧
房

〔
の
周
囲
〕
を

〔見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
〕。
僧
房

〔
の
周

囲
〕
よ
り
も

一
層
不
快
な
精
舎

へ
の
道
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
順
次
に
菩
提
樹
と
塔
廟
と
を
礼
拝
し
て
か
ら
、
思

惟
す
べ
き
広
場
に
立

っ
て
、

「真
珠
の
聚
ま
り
の
よ
う
な
塔
廟
や
孔
雀

の
尾
の
束

の
よ
う
な
美
し
い
菩
提
樹
や
、

天
宮
に
到

っ
た
か

の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
臥
坐
所
を
見
ず
し
て
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
場
所
を
あ
と
に
し
て
、
食
物

〔
の
獲
得
〕
の
た
め
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

〔考
え
て
〕
出
発
し
て
、
村
落

へ
の
道
を
行
く
者
は
、

切
株
や
荊
棘
の
道
を
も
、

水
の
力

に
よ

っ
て
殿
さ
れ
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た
平
で
な
い
道
を
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
か
ら
、
腫
物
を
覆
う
よ
う
に
下
着
を
着
け
、
纐
帯
を
結
ぶ
よ
う
に
帯
を
結
び
、

骨
聚
を
覆
う
よ
う
に
衣
を
着
け
、
薬
壷
を
取
り
出
す
よ
う
に
鉢
を
取
り
出
し
、
村
落
の
入
口
近
く
に
到
達
し
た
ら
、
象

の
死
骸

.
馬

の
死
骸

・
牛

の
死
骸

・
水
牛
の
死
骸

・
人
間
の
死
骸

・
蛇
の
死
骸

・
犬
の
死
骸
等
を
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
臭
気
が
鼻
を
突
く
の
に
も
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
村
落

の
入
口
に
立

っ
て
、

檸
猛
な
象
や
馬
等
の
危
難
を
避
け
る
た
め
に
、
村
道
を
眺
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
敷
物
に
始

ま
り
多
く
の
死
骸
に

至
る
ま
で
の
不
快
な
る
も
の
に
、
食

〔
の
獲
得
〕
の
た
め
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
嗅
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
「あ
あ
、
実
に
友
よ
、

食
は
不
快
で
あ
る
。」
と
、

こ
の
よ
う
に

〔食
物
を
乞
い
に
〕
行
く
こ
と
か
ら
、
〔食
の
〕
不
快
で

(
79
)

あ
る
と
い
う
こ
と
を
省
察
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
行
く
こ
と

(σq9
8
9
昌ρ
)
つ
ま
り
食
物
を
乞

い
に
行
乞
に
出
掛
け
る
こ
と
か
ら
食
厭
想
が
説
き
起
こ
さ
れ
る
。

行
乞
し
て
歩
く
過
程
に
お
い
て
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種

々
の
汚
物
や
危
難
を
、
精
舎

の
室
内

の
自
分

の
座
席
か
ら
離
れ
て
よ
り

村
落
に
辿
り
着
く
迄
の
到
る
処
に
観
察
し
、
食
物
を
得
る
た
め
に
は
不
快
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
具
体
的
に

示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
食
物
は
厭
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
2
.
〔次
に
〕
ど
の
よ
う
に
し
て
、
尋
ね
求
め
る
こ
と
か
ら

〔食
の
不
快
で
あ
る
こ
と
が
省
察
さ
れ
る
の
か
〕。
村
落
に
入

っ
た
者
は
、

大
衣
を
着
け
て
貧
者
の
よ
う
に
鉢
を
手
に
持
ち
、
家

〔
々
〕
を
順
番
に

〔廻

っ
て
〕
村
落

の
路
を
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
お
い
て
は
、
雨
の
時
に
は
、

至
る
処
で
、

ふ
く
ら
は
ぎ
の
肉
迄
も
泥
水
の
中
に
足
が
漬
か
る
。
〔そ
の
場
合
は
〕
片
手
で
鉢
を
持

ち
、
も
う

一
方

〔
の
手
〕
で
衣

〔
の
裾
〕
を
持
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
戸
口
に
到
る
と
、
魚
を
洗

い
肉
を

洗
い
米
を
洗

っ
た

〔水
〕
や
唾
や
鼻
汁
や
犬

・
豚
の
糞
等
が
混
り
、
蛆
虫
や
青
蝿
の
蝟
集
し
た
水
溜
や
ど
ぶ
池
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
か
ら
、
そ
の
蝿
が
飛
び
立

っ
て
、

大
衣
に
も
鉢
に
も
頭
に
も
止
ま
る
。
〔食
を
乞
う
比
丘
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が

〕

家

を

訪

問

し

て

も

、

或

る

者

は
与

え
、

或

る
者

は
与

え

な

い
。

与

え

る
と

し

て
も

、

或

る
者

は
昨

目

炊

い
た
飯

や
古

い
硬

食

や

腐

っ
た
粥

や

ス
ー
プ

等

を
与

え

る

。

与

え

な

い
と

す

れ

ば

、

或

る
者

は

「
他

の
家

で

貰

っ
て

下

さ

い
、

尊

師

よ
。
」

と
言

い
、

更

に

ま

た
或

る
者

は
見

て

い
な

い

か

の
よ

う

に

黙

り

、

ま

た

或

る
者

は
外

方

を
向

き
、

ま

た
或

る
者

は

「
こ
ら

、
糞

坊

主

、

〔
あ

っ
ち

へ
〕

行

け

。
」

と

い

っ
た

よ
う

な
悪

態

を
吐

く

。

こ

の

よ
う

に
、

貧

者

の
よ

う

に
村

落

を

托
鉢

の
た

め

に
歩

き
、

勤

め
励

ま

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

こ

の

よ
う

に
、

村

落

に
入

っ
て

か

ら

出

離

に

至

る

ま

で

に
、

泥

水

等

の
不

快

な

も

の

に
、

食

〔
の
獲

得

〕

の
た

め

に
近

づ

か

な

け

れ
ば

な
ら

ず

、

見

な

け

れ
ば

な

ら

ず

、

耐

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

「
あ

あ

、

実

に
友

よ

、
食

は

不
快

で
あ

る
。
」

と
、

こ

の

(
80
)

よ
う
に
尋
ね
求
め
る
こ
と
か
ら
、
〔食

の
〕
不
快
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
省
察
す
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
具
合
に
、
十
の
様
相

の
第
二
で
あ
る
、
尋
ね
求
め
る
こ
と

(℃
PH　団
①o摩ρ】P㊤)
か
ら
の
省
察
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
食
物
を
乞
う

た
め

に
村
落
に
到

っ
た
修
行
者
が
村
落
内
に
お
い
て
経
験
す
る
種

々
の
不
快
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
自
然
の
苛
酷
な
条
件
に
よ
る
不
快
、

人
家

の
排
水
や
汚
物
等

の
不
快
、
そ
し
て
更
に
は
、
人

々
と
の
交
渉
に
か
か
わ
る
種

々
の
困
難

.
不
快
感

の
存
在
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
迄
は
、
食
物
を
獲
得
す
る
迄
に
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
快
な
事
象
に
つ
い
て
の
省
察
と
な

っ
て
い
る
が
、
以
下
は
、
食
物

を
得

た
後
に
も
、
前
途
に
は
様
々
の
厭
う
べ
き
状
況
が
待
ち
構
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
縷

々
述
べ
ら
れ
る
。

3
.
ど
の
よ
う
に
し
て
、
受
用
か
ら

〔食

の
不
快
で
あ
る
こ
と
が
省
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
〕。

次
に
、

こ
の
よ
う
に

〔食
を
〕

尋
ね
求
め
た
者
は
、

村
落
の
外
の
快
適
な
場
所
に
楽
坐
し
て
、

そ

〔
の
食
〕
に
手
を
下
さ
な
い
間
は
、
〔食
を
分
け
与
え
る
に
値
す

る
〕
よ
う
な
尊
重
す
べ
き
地
位
に
あ
る
比
丘
や
恥
を
知
る
人
を
見
た
ら
、
招
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
食
べ
よ
う
と
思

っ

て
、
こ

〔
の
食
〕
に
手
を
下
し
た
だ
け
で
も
、
「
お
取
り
下
さ
い
。
」
と
言
う
よ
う
な
こ
と
は
恥
ず
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
手
を
下
し

て
掻
き
ま
ぜ
る
と
、
五
指
を
伝

っ
て
汗
が
流
れ
出
て
、
乾
燥
し
て
堅
い
食
を
も
濡
ら
し
て
柔
か
く
す
る
。
ま
た
、
そ

〔
の
食
〕
が
砕

か
れ
て
浄
ら
か
さ
が
破
損
さ
れ
、

　
口
に
丸
め
て
口
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
ら
、
下
の
歯
が
臼
の
作
用
を
行

い
、
上

〔
の
歯
〕
が
杵
の

作
用
を

〔行

い
〕
、

舌
が
手
の
作
用
を

〔行
う
〕。

そ
こ

(
口
中
)
に
お
い
て
は
、
犬
の

〔餌
〕
桶

の
中

の
犬

の
餌

の
よ
う
な
ぞ

〔
の
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食

〕

を
歯

の
杵

に

よ

っ
て
揚

き
、

舌

に

よ

っ
て
転

が

し
、

舌

の
先
端

に

お

い
て
薄

く

澄

ん

だ

唾

が

ま

つ
わ

り

つ
き
、

〔
舌

の
〕

中

央

よ

り
後

方

で

は

、
濃

い
唾

が

ま

つ
わ

り

つ
き

、

楊

枝

の
届

か
な

い
場

所

で

は
、

歯

垢

が

ま

つ
わ

り

つ
く

。

こ

の
よ

う

に
、

揚

き

砕

か

れ
、

〔
唾

や
歯

垢

に
〕

ま

み

れ

た
そ

〔
の
食

〕

は

、

そ

の
瞬

間

、

色

沢

・
香

・
作

用

と

い

っ
た

特

質

が

消

失

し

、

犬

の

〔
餌

〕

桶

の

中

に
あ

る
犬

の
嘔

吐

物

の
よ

う

な

最

も
嫌

悪

す

べ

き
状

態

に

至

る
。

そ

の
よ

う

で
あ

っ
て
も

、

眼

の
領

域

に

入
ら

な

い

(見
え
な

い
)

の

で
・

嚥

下

さ

れ

る

の
で

あ

る
・

こ

の
よ

う

に
・

受

用

か

ら

・

〔
食

の
〕

不

快

で

あ

る
と

い
う

こ
と

を

省
察

す

べ
き

で

あ

華

第

三

の
省

察

法

は
、

受

用

(唱
P
H
一σ
げ
O
σQ
ρ
)

か
ら

食

は

不
快

で

あ

る

と
知

る

も

の
で
あ

る
。

食

物

を
食

べ

る

に
際

し

て
、

ま

ず

、

手

に

よ

っ
て
掻

き

ま

ぜ

る
時

点

で
既

に
、

汗

が

指

か
ら

食

物

へ
と

伝

わ

っ
て
不
浄

に
な

り

、
更

に
、

口

の
中

に

入

っ
て

か
ら

は
、

歯

に

よ

っ
て
咀

囎

さ

れ
、

唾
液

や
歯

垢

と
混

ぜ
合

わ

せ
ら

れ

て
極

め

て
厭

う

べ
き

状

態

へ
と

変

容

し

て
行

く

、

と

い
う

過

程

が
執

拗

に
叙

述

さ

れ

て

い
る
。

4

.

ど

の

よ
う

に

し

て
、

分

泌

物

か
ら

〔
食

の
不
快

で

あ

る

こ

と
が

省

察

さ

れ

る

べ
き

で

あ

る

か
〕
。

次

に
、

こ

の
よ

う

に
受

用

さ

れ

て

、

こ

〔
の
食

〕

は

〔
体

〕

内

に

入

る
け

れ
ど

も

、

仏

陀

に
も

独

覚

に
も

転

輪

王

に
も

、

胆
汁

・
粘

液

.
膿

.
血
液

と

い
う

四

つ

の
分

泌
物

の
う

ち

の

い
ず

れ

か

一
つ
の
分

泌

物

が

あ

り

、

ま

た
、

徳
薄

き

者

に
は

四

つ

の
分

泌
物

〔す

べ
て

〕

が

あ

る
。

そ

れ

ゆ

え
、

胆
汁

の
分

泌

が
過

剰

な
者

に

は
、

〔
体
内

に

入

っ
た
食

物

は

〕
濃

い
蜜

樹

油

が

塗

り

た
く

ら

れ

た

よ

う

に

、

極

め

て
嫌

悪

す

べ
き

も

の
と

な

り

、

粘

液

の
分

泌

が
過

剰

な
者

に

は
、

〔
体

内

に

入

っ
た
食

物

は

〕

ナ

ー

ガ
バ

ラ

ー

の
葉

の
汁

を

塗

り

た
く

ら

れ

た

よ

う

に

き
　
　
　
　

な
り
、

膿
の
分
泌
が
過
剰
な
者
に
は
、
〔体
内
に
入

っ
た
食
物
は
〕
腐

っ
た
凝
乳
を
塗
り
た
く
ら
れ
た
よ
う
に
な
り
、

血
液
の
分
泌

が
過
剰
な
者
に
は
、
〔体
内
に
入

っ
た
食
物
は
〕
染
料
を
塗
り
た
く
ら
れ
た
よ
う
に
、

極
め
て
嫌
悪
す
べ
き
も

の
と
な
る
。

こ
の
よ

う
に
・
分
泌
物
か
ら
・
〔食
の
〕
不
快
で
あ
る
と
い
う
、」
と
を
藁

す
べ
き
で
あ
璽

第

四

の
省

察

法

は

、

体
内

に
受

用

さ

れ

た
食

物

が
、

四

種

の
分

泌

物

(ρ
む。
9
団
ρ
)

と
混

ぜ
合

わ
さ

れ

て
嫌

悪

す

べ

き
も

の

と
な

る

と

い
う

こ

と

に
基

づ

く

も

の
で
あ

る
。

こ

こ

で
胆

汁

・
粘

液

・
膿

・
血

液

と

い
う
分

泌
物

へ
の
言

及

が

あ

り

、

医
学

的

・
生

理

学
的

観

点

か
ら

説

か

れ

て

い
る

と
言

え

る

し
、
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ま

た

、

そ

れ

ら

は

身

体

を

構
成

す

る

不
浄

な
要

素

で

あ

っ
て
、

不

浄

観

と
も

か

か

わ

る
も

の

で
あ

る
。

5

.
ど

の
よ

う

に

し

て

、
貯

蔵

か

ら

〔食

の
不
快

で
あ

る

こ

と
が

省

察

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る

か
〕
。

か

〔
の
食

物

〕

は
、

こ

れ
ら

四

つ

の
分

泌
物

の
う

ち

の

い
ず

れ

か

一
つ
の
分

泌

物

に
ま

み

れ

て
、

冑

の
中

に

入

る

の

で
あ

り

、

実

に

、

黄

金

の
器

や
、

宝

石

や
銀

等

の
器

の
中

に

貯
蔵

さ

れ

る

の
で

は

な

い
。

そ

し

て
、

も

し

、

十

歳

の
者

に

よ

っ
て
嚥

下

さ

れ

た
な

ら

ぼ

、

〔食

は
〕

十

年

間

洗

浄

さ

れ

て

い
な

い
糞

坑

と
同

じ

よ

う

な

場
所

に

止

ま

る

の

で
あ

る
。

〔
そ

し

て

、
〕

も

し
、

二

十

・
三

十

・
四

十

・
五
十

・
六
十

・
七

十

・

八

十

・
九

十

歳

の
者

に

よ

り

、

〔
ま

た
、
〕

も

し

、

百
歳

の
者

に

よ

り
、

嚥

下

さ

れ

た

な
ら

ば

、

〔
食

は

〕

百
年

間
洗

浄

さ

れ

て

い
な

い
糞

坑

と

同

じ

よ

う

な

場

所

に

止

ま

る

の
で

あ

る
。

こ

の
よ

う

に
、

貯

蔵

か

ら

、

〔
食

の
〕

不

快

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を

省
察

す

べ

(
83
)

き
で
あ
る
。

第
五
の
省
察
法
は
、
食
物
が
胃
の
中
に
止
ま

っ
た
状
態
即
ち
貯
蔵

(三
魯
習
9)
よ
り
の
省
察
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
状
態
が
糞
坑
と
い
う
極
め
て
汚
稼
な
も
の
に
警
え
ら
れ
て
い
る
。

更

に
、
体
内
に
お
け
る
食
の
不
快
な
有
様
に
つ
い
て
の
描
写
は
続
く
。

6
.
ど
の
よ
う
に
し
て
、
不
消
化
か
ら

〔食

の
不
快
で
あ
る
こ
と
が
省
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
〕。

次
に
、
か

の
食
物
は
、

こ
の

よ
う
な
場
所
に
貯
蔵
さ
れ
、
消
化
さ
れ
な
い
間
は
、
実
に
、
そ
こ
、
つ
ま
り
、
前
述
の
よ
う
な
極
め
て
暗
黒
で
あ

っ
て
種
々
の
腐
臭

が
漂
い
、
不
浄
に
満
ち
、
極
め
て
嫌
な
臭
い
の
す
る
厭
う
べ
き
場
所
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
、
夏
に
、
時
な
ら
ぬ
雲
に
よ

っ
て
大
雨

　
　
　
　
　
　

が
降

っ
た
時
、
栴
陀
羅

の
村
落
の
入
口
の
穴
の
中
に
落
ち
込
ん
だ
草
や
葉
や
む
し
ろ
の
切
れ
端
や
蛇

・
犬

・
人
間

の
死
骸
等
が
太
陽

の
熱
に
よ

っ
て
熱
せ
ら
れ
て
泡
沫
が
集
積
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
日
に

〔嚥
下
さ
れ
た
食
〕
も
、
昨
日

〔嚥
下
さ
れ
た
食
〕
も
、

そ
れ
よ
り
前
の
日
に
嚥
下
さ
れ
た
も
の
も
、
皆
、

一
つ
に
な

っ
て
粘
液
の
膜
に
覆
わ
れ
、
身
体
の
火
熱
に
よ

っ
て
煮
ら
れ
、
煮
沸
か

ら
生
じ
た
泡
沫
が
集
積
し
て
、

極
め
て
嫌
悪
す
べ
き
状
態
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
不
消
化

か
ら
、
〔食
の
〕
不

(
48
)

快

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を

省

察

す

べ
き

で
あ

る
。
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こ

こ
に

お

い
て

は
、

糞

坑

の

よ
う

な

胃

中

に
止

ま

っ
た
食

物

が

、

不
消

化

(ρ
智

昔

鴇

冨

)
の
状

態

に
あ

る
時

の
様

相

が
、

夏

の
雨

時

の

醜

悪

な

現

象

の
警

喩

を

以

て
語

ら

れ

て

い
る
。

そ

し

て

、

7

.
ど

の

よ
う

に

し

て
、

消

化

か
ら

〔
食

の
不
快

で
あ

る

こ
と

が

省
察

さ

れ

る

の
か
〕
。

か

,〔
の
食

〕

は
、

赤

熱

の
身

体

の
火

に
よ

っ
て
消

化

さ

れ

る
が

、

金

や
銀

等

の
金

属

の
よ

う

に

金

や
銀

等

の
状

態

に

は

な
ら

な

い
。

そ
う

で

は

な

く

て
、

泡

沫

を

次

々
と

放

出

し

、
柔

ら

か
く

な

る

よ
う

に
砕

い

て
筒

に

詰

め

ら

れ

て

い
る
黄

土

の
よ
う

に
、

糞

の
状

態

と

な

っ
て
熟

臓

を

〔満

た

し
〕
、

尿

の
状

態

と

な

っ
て
膀

胱

を

満

た
す

。

こ

の
よ

う

に
、

消

化

か

ら

・

〔
食

の
〕

不

快

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を

省
察

す

べ
き

で

あ

馨

と

あ

り

、
消

化

さ

れ

た
食

物

は
糞

尿

と

な

っ
て
臓

器

を

満

た

す

の
で

厭

う

べ
き

で

あ

る

、

と

い
う

の
が
第

七

の
、

消

化

(℃
9
泣
窟

閃
冨

)
よ

り

の
省
察

法

で
あ

る
。

8

.

ど

の
よ

う

に
し

て
、

結

果

か

ら

〔食

の
不
快

で
あ

る

こ

と

が
省

察

さ

れ

る

べ

き

で
あ

る

か
〕
。

次

に
、

こ

〔
の
食

〕

は

、

完

全

に
消

化

さ

れ

た
な

ら

ば

、
髪

・
体

毛

・
爪

・
歯

等

の
種

々
の
老

廃

物

を

も

た
ら

し

、

完

全

に
消

化

さ

れ
な

け

れ

ば

、
輪

癬

・
済

癬

・

風
癬

・
癩

.
白
癩

.
肺

病

・
喘

息

を

は

じ

め

と
す

る
何

百

も

の
病

気

を

〔
も

た
ら

す

〕
。

こ
れ

が

、

そ

の

〔食

物

の
〕

結

果

で
あ

る
。

(
86
)

こ

の

よ
う

に

、

結

果

か
ら

、

〔
食

の
〕

不

快

で
あ

る

と

い
う

こ

と
を

省

察

す

べ
き

で
あ

る
。

食

物

は
、

完

全

に
消

化

さ

れ

て
も

、

さ

れ
な

く

て

も

、

結
局

は
、

老

廃

物

や
病

気

と

い

っ
た
好

ま

し

か
ら

ぬ
結

果

(嘗

巴
9
)
を

生

み

出

す

の

で
あ

る

か
ら

、

厭

う

べ
き

も

の
で

あ

る

と

い
う

、

第

八

の
、

結

果

よ

り

の
省

察

で
あ

る
。

そ

し

て
、

9

.
ど

の
よ

う

に

し

て
、

流

出

か
ら

〔
食

の
不

快

で
あ

る

こ
と

が

省

察

さ

れ

る

べ
き

で

あ

る
か

〕
。

こ

〔
の
食

物

〕

は
、

嚥

下

さ

れ

る
時

に

は

一
つ

の
入

口
か
ら

入

っ
て
、

〔
体

外

へ
〕

流

出
す

る
時

に

は
、

眼

か
ら

は
眼

や

に

と

し

て
、

耳

か
ら

は
耳

垢

と

し

て
、

と

い

っ
た

具
合

に
、

多

く

の
種

類

の
出

口
か
ら

流

出

す

る
。

ま

た

、

こ

〔
の
食

物

〕

は

、

嚥

下

さ

れ

る

時

に

は

、

大
勢

の
人

々
に

よ

っ
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て

嚥

下

さ

れ

て

も
、

流

出

す

る
時

に

は
、

大

小

便

等

の
状

態

に
な

っ
て
、

個

々
に
排

泄

さ

れ

る
。

ま

た
、

第

一
日

に
そ

〔
の
食

物

〕

を
食

べ

る
時

に

は
、

大

い
に
喜

び

、

欣

喜

雀

躍

し

て
、
喜

悦

が

生

じ

る

が
、

第

二

日

に
排

泄

す

る
時

に

は
、

鼻

を
覆

い
、

顔

を

歪

め

て

嫌

悪

し

、
赤

面

す

る
。

ま

た
、

第

一
日

に

は
、

そ

〔
の
食

〕

を
喜

ん

で
貧

り
、

執

着

し
、

夢

中

に
な

っ
て
嚥

下

し

て
も

、

第

二

日

に

は

、

一
夜

を

過

ご
す

こ

と

に

よ

り
、

離

貧

し
、

困

惑

し
、

漸

擁

し
、

嫌

悪

し

て

、
排

泄
す

る
。

そ

れ

ゆ

え
、

古

人

は
言

っ
た

。

大

い
な

る
価

値

の
あ

る
食

物

・
飲

物

・
硬

食

・
軟

食

が

一
つ
の
門

か
ら

入

っ
て
九

つ

の
門

か

ら

流

れ

出

る
。

大

い
な

る
価

値

の
あ

る
食

物

・
飲

物

・
硬

食

・
軟

食

を

大

勢

の
人

々
と

共

に

〔
会

〕
食

し

、

排

泄

す

る
時

に

は

隠

れ

〔
て
排

泄

す

〕

る

。

大

い
な

る
価

値

の
あ

る
食

物

・
飲

物

・
硬

食

・
軟

食

を
大

い
に
喜

ん

で
食

べ
、

排

泄

す

る

時

に
は

嫌
悪

す

る
。

大

い
な

る
価

値

の
あ

る
食

物

・
飲

物

・
硬

食

・
軟

食

は
、

一
夜

過

ぎ

れ
ぼ

皆

腐

敗

す

る
。

(
87
)

こ

の
よ

う

に

、

流

出

か

ら

、

〔
食

の
〕

不
快

で

あ

る

と

い
う

こ

と
を

省

察

す

べ
き

で

あ

る
。

と

い
う

こ
と

が

述

べ
ら

れ

る
。

こ
れ

は
、

第

九

の
、

流

出

(旨
一ω
ω即
昌
◎
螢
)

つ
ま

り
排

泄
行

為

よ

り

の
省

察

法

で
あ

る
。

食

物

は

、
食

べ
ら

れ

る
時

点

で

は
、

食

べ

る
者

を

喜

ば

せ
、

楽

し

ま

せ

る
も

の

で
あ

る
が

、

そ

れ

が

体
内

で
嫌

悪

す

べ

き
状

態

に
変

容

し

て

九

つ

の
門

(九
孔
。
両
眼

・
両
耳
孔

・
両
鼻
孔

・
口

・
大
便
道

・
小
便
道
。
)
か
ら

流

出

す

る
。

流

出

す

る
時

点

で
、

食

物

は
、

嫌

悪

と
漸

憶

の
念

を

も

た
ら

す
存

在

と

な

る

の
で

あ

る
。

人

体

に

九

つ

の
流

れ

(九
門
、
九
孔
)
が

あ

っ
て
絶

え
ず

汚

濁

に

ま

み

れ

て

い

る

と

い
う

記

述

は

、

原

始
仏

教

聖

典

の
随

所

に
見

ら

れ
、

身

体

は

不
浄

で

あ

る

と

い
う

思
想

(
不
浄
観
)
の
根

拠

と

な

っ
て

い

る
。

10

.

ど

の
よ

う

に

し

て
、

附

着

か
ら

〔
食

の
不

快

で
あ

る

こ

と

が
省

察

さ

れ

る

べ
き

で

あ

る

か

〕
。

受

用

さ

れ

る
時

に
も

、

こ

〔
の

食

物

〕

は

、
手

や
唇

や
舌

や

口
蓋

に
附

着

す

る
。

そ

れ
ら

〔
手

等

〕

は
、

そ

〔
の
食

〕

が
附

着

す

る

の
で
、

不
快

で
あ

る
。

そ

れ
ら

を
洗

浄

し

て

も
、

臭

気

を
除

去

す

る

た
め

に
、

再

三
再

四
洗

浄

し

な

け

れ
ぼ

な

ら

な

い
。

受

用

さ

れ

つ

つ
あ

る
時

に

は
、

あ

た

か
も

、
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飯
が
炊
か
れ
て
い
る
時
に
籾
殻
や
糠
や
米
屑
等
が
吹
き
出
て
鍋

の
口
の
周
囲
や
蓋
に
附
着
す
る
よ
う
に
、
全
身

に
行
き
わ
た

っ
た
身

火
に
よ

っ
て

〔食
は
〕
泡
立

っ
て
煮
沸
さ
れ
つ
つ
、
歯
に
は
歯
垢
の
状
態
で
附
着
し
、
舌
や
口
蓋
等
に
は
唾
や
粘
液
の
状
態
で

〔附

着
し
〕
、
眼
や
耳
や
鼻
や
下
の
道

(大
小
便
道
)
等
に
は
眼
や
に
や
耳
垢
や
鼻
汁
や
大
小
便
等
の
状
態
で
附
着
す
る
。
そ

〔
の
食
〕
の

附
着
し
た
こ
れ
ら
の
門
は
、
毎
日
洗
浄
さ
れ
て
も
、
決
し
て
清
浄
に
な
ら
ず
、
快
適
で
は
な
い
。
そ
れ
ら

〔諸
門
〕
の
う
ち
の
或
る

も
の
を
洗

っ
た
後
に
は
、
手
を
更
に
水
で
洗
浄
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
〔ま
た
、

別
の
〕
或
る
も
の
を
洗

っ
た
後
に
は
、

二
三
回
、

牛
糞
や
粘
土
や
香
粉
末
で
洗
浄
し
て
も
、

不
快
は
消
え
去
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
附
着
か
ら
、
〔食
の
〕
不
快
で
あ
る
と
い
う
こ

(
88
)

と
を
省
察
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
食
物
は
厭
う
べ
き
不
快
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
省
察
す
る
十
の
方
法
の
最
後

の
、
附
着

(ωρ
昌P旨
ρ犀
閃
ケ
㊤P
騨)
よ
り

の
省
察
が
説
か
れ
て
い
る
。
食
物
を
食

べ
る
時
に
は
手
や
口
唇
等
に
附
着
し
、
体
内
に
摂
取
さ
れ
た
後
は
諸
器
官
に
附
着
し
、
そ
れ
ら
汚

物

に
ま
み
れ
た
諸
器
官
は
、

い
く
ら
洗
浄
し
て
も
完
全
に
清
浄

に
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
食
物
を
求
め
て
行
乞
に
赴
く
出
発

の
時
点
に
始
ま
り
、
行
乞
の
途
次
遭
遇
す
る
様

々
な
困
苦
、
食
を
得
た
の
ち
に
食
が
摂
取
さ

れ
、
咀
囎

・
嚥
下
さ
れ
て
体
内
で
変
容
し
て
行
く
有
り
様
、
そ
し
て
排
泄
と
い
っ
た
、
食
物
に
か
か
わ
る
、
厭
う
べ
き
十
の
様
相
が
呈
示

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
十
の
様
相
を
省
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
食
の
不
快
な
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
十
の
様
相
か
ら

〔食
の
〕
不
快
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
省
察
し
、
思
索
と
考
想
と
を
繰
り
返
し
行

う
者
に
は
、
不
快
な

様
相
に
よ
っ
て
段
食
が
明
ら
か
に
な
る
。
彼
は
そ
の

〔段
食
の
〕
特
相
を
繰
り
返
し
習
い
修
め
、
多
く
修
習
す

る
。
こ
の
よ
う
に
行

う
者
に
と
っ
て
、
〔五
〕
蓋
は
消
滅
す
る
。

段
食
は
固
有
の
本
質
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
性
質

の
ゆ
え
に
、
ま
た
、

甚
深
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
安
止

〔定
〕
に
到
達
せ
ず
に
、
近
行
定
に
よ
っ
て
心
が
統

一
さ
れ
る
。
ま
た
、
不
快
な
様
相
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ
の

〔食
厭
〕
想
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
業
処
は
、
食
厭
想
と
称
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
食
厭
想
を
実

践
す
る
比
丘
に
は
、
食
味
に
対
す
る
渇
愛

の
心
が
減
退
し
、
萎
縮
し
、
退
転
す
る
。
彼
は
、
険
難
所
を
越
え
よ
う
と
す
る
者
が
子
の
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肉
を
僑
慢
心
を
離
れ
て

〔食
べ
る
〕
よ
う
に
、
苦
か
ら
脱
す
る
た
め
に
の
み
、
食
物
を
食
べ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
は
、
容
易

に
段
食
を
知
り
尽
く
す
が
ゆ
え
に
、
五

つ
の
欲
貧
が
知
り
尽
く
さ
れ
る
。
彼
は
五
つ
の
欲
を
知
り
尽
く
す
が
ゆ
え

に
、
色
慈
を
知
り

尽
く
す
。
ま
た
、
彼
に
は
、
不
消
化
等
の
不
快
で
あ
る
状
態
に
よ
り
、
身
至
念

の
修
習
も
ま
た
、
完
全
に
な
り
、
不
浄
想
に
合
致
す

る
道
が
実
践
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

〔食
厭
想
の
〕
実
践
に
よ

っ
て
、
現
世
に
お
い
て
不
死
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は

〔来

世
に
お
い
て
は
〕
善
趣
に
到
達
す
る
。

(
89
)

こ
れ
が
食
厭
想
修
習
の
詳
細
な
説
明
で
あ
る
。

食
厭
想
を
修
習
す
る
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
功
徳
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
が
、

こ
こ
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、

五
蓋

(五
種
の
煩

悩
)
が
滅
尽
さ
れ
て
必
が
統

一
さ
れ
、
食
物
の
味
に
対
し
て
全
く
執
着
し
な
く
な
り
、
欲
貧

・
五
纏
が
了
知
さ
れ
、

身
至
念

つ
ま
り
身
体

は
不
浄
で
あ
る
と
い
う
不
浄
観
が
完
成
さ
れ
、
現
世
に
お
け
る
不
死

(般
浬
薬
)
も
し
く
は
来
世
に
お
け
る
善
趣

へ
の
転
生
が
約
束
さ
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
『
清
浄
道
論
』
に
お
け
る
食
厭
想
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
る
。

原
始
仏
教
聖
典
中
、
食
厭
想
に
言
及
し
、
そ
れ
を
修
習
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
功
徳
を
説
く
記
述
は
散
見
さ
れ
た
が
、
こ

の

『
清
浄
道
論
』

の
よ
う
に
、
食
物
を
乞

い
求
め
、
得
て
、
摂
取
し
、
排
泄
に
至
る
迄
の
諸
段
階
を
省
察
し
て
具
体
的

か
つ
微
視
的
な
説

明
を
施
し
て
食
は
不
快
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
説

い
た
も
の
は
全
く
見
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

極

め
て
詳
細
に
し
て
医
学
的
な
、
そ
し
て
、
執
拗
と
さ
え
形
容
で
き
る
よ
う
な
緻
密
な
分
析
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
原
始
仏
教
よ

り
も
煩
項
な
論
を
好
む
部
派
仏
教
の
特
異
性
が
見
出
さ
れ
る
。

(
90
)

『
清
浄
道
論
』

の
源
泉
資
料
と
さ
れ
る

『解
脱
道
論
』
に
お
い
て
既
に
、
ほ
ぼ
同

一
の
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
出
来
得

れ
ぱ
、

い
か
に
し
て
南
方
上
座
部
に
お
い
て
食
厭
想
が
纒
ま
り
を
持

っ
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
を
、
解
明
す
る

こ
と
を
、
課
題
と

し
た

い
。
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結

語

原
始
仏
教
に
お
い
て
は
、
修
行
者
は
、
少
欲
知
足
を
理
想
的
な
境
涯
と
さ
れ
、
食
物
に
執
着
す
る
こ
と
が
戒
め
ら

れ
て
い
た
。
梵
行
を

継
続
し
、
禅
定
に
よ
る
心
統

一
を
経
て
浬
築
寂
静
の
解
脱
境

へ
と
到
達
す
る
前
提
と
し
て
、
食
物
を
節
し
て
摂
る
、
と
い
う
こ
と
は
不
可

欠

の
条
件
と
な

っ
て
い
た
。

更
に
進
ん
で
食
物
を
厭
う
食
厭
想
の
思
想
が
あ
り
、
と
り
わ
け
、
部
派
の
聖
典
に
お
い
て
、
論
理
的
整
合
性
を
持

っ
て
徹
底
的
に
食
物

に
関
す
る
不
快
な
諸
相
を
論
じ
、
食
物
を
疑
し
め
た
点
が
、
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
食
物
哲
学
と
は
、
ま
さ
に
対
極
に
位
置
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
。

(
1
)

大

地
原

誠

玄

訳

稿

、

矢

野

道

雄

解

題

『
古

典

イ

ン
ド

医
学

綱

要

書

ス

シ

ュ

ル
タ
本

集

』

一
九

七

九
年

、
臨

川
書

店

、

℃
娼
・
目
。。
ω
中

(
2
)

寓
℃
●
℃
.
蒔
8

●

(
3
)

宮

坂
宥

勝

『
仏

教

の
起

源

』

一
九

七

一
年

、

山

喜

房

仏

書

林

、

℃
・
お

O
●

(
4
)

H玄
α
も

」

b。
O
・

(
5
)

た

と

え

ば
、

。。
宕
・
H
H
・
℃
・
H
押

く
・
や

δ

・。』

ω
・。

卑
ρ

(
6
)

中

村

元

『
ウ

パ

ニ
シ

ャ
ッ
ド

の
思

想

』

(決

定

版

中

村

元

選

集

第

九
巻

)

一
九

九

〇

年

、

春
秋

社
、

や

]
卜。
◎

(
7
)

蜜

自

p
窪

ωぼ

ρ
戸

目
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団
9

。
首
舘

d
嚇

巳
協

α
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㊤刈
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0
8
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Φ

と

δ
目

卿

d
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三
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↓
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)
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三
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や
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ピ

　 　 　
17ユ615
)))

　 　 　 　 　 　
14131211109
))))))

 

(
18
)

o
暮

曾
蔓

d
巴
く
霞
。・
搾
団

団
お
ω
ρ

や

目
①
①
●

宮

坂

H
玄
9

℃
℃
」

留

占

。。
避

H
ぼ

α
.
や

㎝
綬

.

H
げ
凶
自
・
電

・
緕

c。
-
呂

㊤
●

H
玄

9

も
・
置

『
.

H
玄

9

や

置

O
・

H
玄

α
●
や

置

ゆ
●

H
窪

α
●
℃
・
麟

。。
'

H
窪

9

や

蔭
鰹

・

H
び
一α
●
℃
.
幽
ミ

・

即

ρ

N
器

げ
器

が

↓
げ
o

じu
ゲ
p
σq
p
〈
㊤
血
-
σq
げ萄

毒

詳
げ

㊤

8

巳

ヨ

ー

げ
霧

巴

8

夢

。

o
巳
σq
ぎ

巴

ω
o
q
H
8

ω
し

箋

。。
曽
O
圏

o
a



145パ ー リ仏教聖典に見られる禅定思想と食物との関係

(
19
)

長
部
30

『
三
十

二
相
経
』

(ピ
ρ
閃
犀
冨

仁
9
・。痺
$
づ
富
)
U
Z
ド
H
HH
・

℃
」

認

Φ
げ
ρ

(
20
)

長
部

33

『
等
諦
経
』

(ω
巴

σq
凌

ω痺
$
導

9
)
U
男

H
H
H
・
や

ト。
N
。。
"

中
部

9

『
正
見
経
』

(ω
㊤
日
目
畿

一#
ぽ
ω
暮
富
)
嵐
堵

H
・
℃
・
蒔
。。
・

中
部

38

『
愛

尽
大
経
』

(寒
騨
鼠

富
嘗

91
の㊤
濤

冨

饗

の昇
3
)
竃
渚

H
.
℃
・
ま
押

・

相
応
部

『
因
縁
相
応
』

(2
ご
g

霧
曽
ぢ
管

ヰ
9
)

ω
乞
・
H
H
・
や

H
H

卑
O
.

(
21
)

中
野
義
照

「
原
始
仏
教
に
お
け
る
飲
食
物
」

(山

口
博
士

還

暦

記
念
会
編

『
山

口
博
士
還
暦
記
念
印
度
学
仏
教
学
論
叢
』

一
九
五

五
年
、
法
蔵
館
所
収
)
℃
や

『
O為
ω
・

(
22
)

平
川
彰

「
戒
律
と
食
物

の
関
係
」

(花
園
大
学
禅
文
化
研

究

所

『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
九
』

一
九
七
七
年
所
収
)
℃
・
①
ρ

中
村

元

『
仏
教
語
大
辞
典
』

一
九
八

一
年
、
東
京
書
籍
、
℃
や

。。
H
甲

㎝
置
ー

総
合
仏
教
大
辞

典
編
集
委

員
会
編

『
総
合
仏
教
大
辞
典
上
』

一
九

八
七
年
、
・法
蔵
…館
、
,

q
曽
・

(
23
)

中
野

Hげ
算

、
平
川

H
ぼ
α
こ
佐
藤
密
雄

『
原
始
仏
教
教
団

の
研

究
』

一
九
七

二
年
、
山
喜

房
仏
書
林
、
℃
や

露
も。
陣

(
24
)

宮
坂

H
玄
山
・
℃
や

這
戯
沖

(
25
>

ω
昌
や

騨

一
一
・

(
26
)

H
玄
α
・
や

ω
刈
・

(
27
)

H
三
P

℃
や

命

ム
ρ

(
28
∀

・H
玄
山
.
娼
や

①。。
占
O
・

　

52
)

(((((((((((((((((((((((

5150494847464544434241403938373635343332313029
)))))))))))))))))))))))

H
ぽ
身

や

お

8

H
厳
9

や

一ω
メ

目
ぼ
9

℃
や

一島

占
&

・

H
ぴ
罫

℃
や

一
。。
刈
1
一
。。。。●

u
導
や

や

H
ド

H甑

9

宰

N
N

H
ぼ
O
・
や

ω
9

目び
5

や

ミ

・

日
鱒

即

H
g

Hぼ

α
.
や

=

●

Hぽ

α
・
や

O
ρ

H互

傷
.
や

㊤
①
.

H
玄
α
・
℃
'
-ω
●

『

H
ぽ
ρ

や

嶺

,

H
露
α
●
℃
」

9

H
げ
嬢

や

H
。。
ノ

H
び
芦

や

㊦
P

H
霞
鐸

緊

。。
P

H
玄
9

や

。。
餅

H
げ
準

や

。。
伊

回
げ
算

や

。。
P

H
玄
◎
・
や

逡

●

H
げ
凶9

や
.
δ

縣
●

.

U
2
●
H
嵩

●
℃
,

ω
O
i
ω
メ

他

に
、

長
部

1

『
梵

網

経

』

(匂U
蜀

ゲ
ー



146パー リ仏教聖典に見られる禅定思想と食物 との関係

目
ρ
協
冨
。。
昇
富

)
∪
堵

H
・
℃
や

刈
-
。。
℃
長

部

2

『
沙

門

果

経

』

(ω
甲

日
昌

ロ
9
嘗

9
器

暮
3

)
∪
冥
●
H
・
℃
●
O
ρ

長
部

9

『
布

呪

婆

楼

経

』

(勺
o
#
げ
㊤
喝
91α
9
◎。
ロ
ヰ
帥
)
∪
屠
・
H
・
℃
娼
・
一刈
OQl
H
刈
P

・甲
部

76

『
サ

ン

ダ

カ
経
』

(QQ
ρ
昌
α
ρ
犀
P
の
信
けげ
9
)

嵐
乞
・
H
.
℃
℃
.
呂

ω
-
曾

企

中

部

77

『
善

生
優

陀

夷

大

経

』

(竃
p
げ
91。。p
閃
巳
&

91旨
。。昇
畠

)

冒
乞
'

H
H
・

℃
や

H
凸

・
等

に

同
様

の
記

述

が
見

ら

れ

る
。

(53

)

U
2
●
H
旧
H。
℃
●
ω
Q。
●

(
54

)

∪
渚

H
・
や

○。
・

(
55

)

∪
2
●
H
・
℃
●
①
ρ

(56

)

Q。
客
。
<
.
℃
や

自

㊤-
心
b。O
●
ま

た
、

中

部

伽

『
空

大

経

』

(蜜
p
7

91
。。
愚

口
p
富

。・9

富

)

蜜
乞
・
H
H
H・
℃
。
目

。。
.
に

も

同
様

。

(
57

)

竃
乞
・
H
H
H●
や

H
H
G。
D

(58

)

〉
乞
・
<
●
℃
●
Hb。㊤
・

(
59

)

冨
2
●
H
e
や

ω
朝
蔭
●
他

に
、
中

部

餅

『
算

数

家

目

挺
連

経

』

(O
甲

捏

冨

B
。
σq
σQ
9
　
91
昌
霧

暮
富

)

害
2
・
H
戸

℃
℃
●
N
哺
"
増

支

部

三
集

第

二

『
車

匠

品
』

(円
時
9
巳
℃
91
$

嚇
切
ρ
夢

ρ
屏
91
H9
〈
9
σq
σq
9
)
》
Z
・
H
●

喝
や

H
H
。。
沖

『
弥

蘭

王

問

経
』

(旨

ヨ
ロ
α
9
℃
愚

げ
帥
)
寓

℃
●
℃
・
お

刈
・

等

に
も

。

(
60

)

冨
乞
・
H
・
℃
・
ω
呂

・
ま

た

、

中

部

39

『
馬

邑

大

経

』

(寓
9
げ
91
ψω
㌣

娼
霞

器

9
3

)

寓
客
・
H●
℃
・
b。
『
ρ

中
部

91

『
梵

摩

経

』

(切
轟

げ
旨
-

身

暴

暮
富

)

言
乞
●
H
H
・
℃
や

Hω
○。-
H
ω
P

中

部

那

『
調

御

地

経

』

(
U
9
導

p
げ
げ
口
日
δ
昇
富

)
寓

客

HH
H
●
℃
」

ω
倉

に

も

同

様
。

(
61
)

ω
2
●
H
<
●
℃
や

一
8

占

宝

・

(
62
)

旨
客
●
H
H
H
.
℃
℃
●
一
露

I
H
①。。
・

(
63
)

目び
岸

℃
℃
・,
一①
◎。
ー
蕊
O
・

(
64
)

諺
署
・
口

H
●
℃
●
刈
P

(
65
)

H
σ
置
.
℃
●
謬

.

(
66
)

H
亘
P

℃
●
o。
ら。
●

(
67
)

H
げ
δ
●
℃
●
◎。
◎。
●

(
68
)

H
び
崔
・
℃
・
Q。
蔭
・

(
69
)

》
乞
.
H
<
.
や

&

●

(
70
)

H
ぼ
P

や

に

◎。
・

(
71
)

H
ぼ
α
・
℃
●
。。
。。
S

(
72
)

》
乞
.
<
。
や

H
8

.
ま

た

、

長

部

34

『
十

上
経

』

(U
器
暮

富

類

-

。,暮

富

口
富

)

】)
属
・
H
H
H
・
や

N
り
一・
に
も

見

ら

れ

る

。

(
73
)

b
乞
●
<
●
℃
.
H
O
①
●

(
74
)

Hσ
崔
・
b
や

ら。
8

1
ω
H
O
・

(
75
)

森

祖

道

「業

処
説

の

種

々
相

」

(
田
村

芳

朗

博

士

還

暦

記

念

会

編

『
田

村

芳

朗

博

士
還

暦
記

念

論

集

仏

教

教

理

の
研

究

』

一
九

八

二
年

、
春

秋

社

所

収

)

や

お

刈
・

(
76
)

≦

。。
芦

や
℃
・
二

〇
1
目
=

●

(
77
)

H
甑
畠
●
も
・
ω
凸

.

(
78
)

Hげ
岸

℃
や

ω
自

凸

心
b。
.

(
79
)

H玄
9

℃
や

◎。
お

ー
ω
お

.

(
80
)

Hゴ

α
。
や

ω
蔭
。。
・

(
81
)

H玄

P

や

ω
濠

'

(
82
)

Hび
5

や

ω
薩

・

(
83
)

H玄
P

も
℃
.
ω
置

1
ω
麟

.



　
90
)

　 　 　 　 　 　
898887868584
))))))

H
げ
置

●
℃
●
ω
収
9

H
び
己

●
や

ω
ら
α
・

H
び
乙

●
や

QQ
蔭
9

H
び
一9

℃
℃
・
GQ
ら
α
1
ω
ら
①
●

H
び
置

●
や

G◎
戯
①
。

H
げ
鉱

・
℃
℃
●
ω
蒔
①
1
ω
心
刈
●

大

正

.

三

二

.
℃
℃
・
農

O
ム

凸

9

パー リ仏教聖典に見 られる禅定思想 と食物 との関係

略

号

諺
　Z
●

"
》
}
σq
口
#

P
H
ρ
P
一閃
帥
団
ρ
℃
℃
目
ω
・

U

ヨ
や

"
U
げ
ρ
目

日

9
℃
ρ
α
2

団
目
ω
.

8鰭 蹄 窮
・6・

"
】)
一
αq
げ
9
づ
一閃
鋤
団
P

財
日
QD
●

"
蜜

P
こ
げ
一
ヨ

9
昌
一閑
91
団
P
"
℃
日
ω
●

巳
κ
【
一犀
旨
α
9
喝
9
諏
げ
9ー
殖
℃
目
ω
・

"
ω
9
ぢ

団
且
皆
㊤
ロ
一
閃
91
団
9
り
勺
目
ω
。

鱒
ω
ロ
洋

9
口
む

91
什
ρ

弓
目
ω
。

"
日
げ
Φ
H
9
占
げ
Φ
吋
一
凶

91
げ
げ
91
"
囹
日
9

"
d
℃
9
旨
δ
P
α

<
一〇。ヨ
.
"
<
δ
口
山
α
げ
一ヨ
9
αq
σq
ρ

団
目
ω
・

大

正

.
"
大

正

新

修

大

蔵

経

147


